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・農産物缶詰及び農産物瓶詰
・畜産物缶詰及び畜産物瓶詰
・調理食品缶詰及び調理食品瓶詰
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・魚肉ハム及び魚肉ソーセージ
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資料６




・法人名
公益社団法人日本缶詰びん詰レトルト食品協会

・代表者名 会長 浦上 博史
（ハウス食品グループ本社㈱ 代表取締役社長）

・設立 1927年3月15日

・会員数 370社（2024年4月1日現在）

・関連組織・部会等
全国食品缶詰公正取引協議会、レトルト食品部会、
農産部会、魚肉ソーセージ部会、食肉缶詰部会、
びん詰食品部会、技術委員会

研究所

（公社）日本缶詰びん詰レトルト食品協会の概要

協会加入率※

※日本国内の缶詰・びん詰・レトルト食品の製造事業者のうち

約 ９０ ％

＜生産量ベース＞

約 ８０ ％

＜企業数ベース＞
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缶詰・びん詰・レトルト食品について

・業界における定義

缶詰製造
原理の発明
（フランス）

1804年 1810年

ブリキ缶
の登場

（イギリス）

1812年

缶詰商業
生産開始
（イギリス）

1871年

イワシ油漬
缶詰試作
（長崎）

1877年

サケ缶詰
商業生産
（北海道）

日本国内で
缶詰産業が発展

1969年

レトルト食品
商品化

欧米諸国に缶詰が広まり、
缶詰産業の成長、発展

・歴史

◇缶詰・びん詰
「食品を缶又はびんに詰めて密封したのち、加熱殺菌※を施し、長期の保存性を与えた
食品」※ホットパック等、余熱による殺菌も含む
缶詰、びん詰の法令上の定義は、食品表示基準、ＪＡＳ規格、食品缶詰の表示に関する
公正競争規約で定められている。

◇レトルト食品
「合成樹脂フィルムやこれとアルミはくなどをはり合わせた光を通さない材質のパウチ
（袋）または成形容器を用い、内容物を詰めて完全に密封（ヒートシール）し、加圧加
熱殺菌（レトルト殺菌）を行った袋詰または成形容器詰食品」
レトルト食品の法令上の定義はなく、食品表示基準に「レトルトパウチ食品」、食品衛
生法に「容器包装詰加圧加熱殺菌食品」として定められている。
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・製造工程

◇缶詰・びん詰 ◇レトルト食品
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缶詰製造工程
（動画）

びん詰製造工程
（動画）

レトルト食品
製造工程（動画）



・缶詰、びん詰、レトルトパウチ食品製造業の市場規模

・缶詰、びん詰、レトルトパウチ食品生産量の推移（飲料缶詰を除く）

食品製造業

２９.８兆円
（2020年度工業統計調査結果）

◇食料缶詰・びん詰

約２,０００億円

◇レトルトパウチ食品

約２,５００億円 食品製造業に
占める割合

約１.５％

（2020年缶詰生産統計）

ト
ン

缶詰・びん詰は為替の固定相場制を背景に輸出産業として発展、1980年に国内生産量がピーク
を迎える（119万トン）
プラスチック容器への代替により、2015年にレトルトパウチ食品の生産量が缶詰を上回る
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・果実缶詰（パルプを除く）の直近5年間の生産量、輸入量
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・野菜缶詰の直近5年間の生産量、輸入量

ト
ン

ト
ン

主要品目の内訳（2023年）

国内生産量 輸入量
品目 数量（トン） 品目 数量（トン）

みかん 8,648 かんきつ類 58,216
くり 6,424 もも 37,085
もも 5,339 ﾊﾟｲﾝｱｯﾌﾟﾙ 26,732
混合果実 5,981 混合果実 9,515

１．農産物缶詰及び農産物瓶詰の表示ルール見直しについて

※生産量は本会の生産実績調査に基づく。輸入量は財務省の
輸出入統計に基づく。なお、輸出入統計上の分類は「気密容
器入り」となるため、缶詰、びん詰以外の容器も含まれる。
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国内生産量 輸入量
品目 数量（トン） 品目 数量（トン）

ｽｲｰﾄｺｰﾝ 12,734 トマト加工品 149,931
ゆであずき 5,871 ｽｲｰﾄｺｰﾝ 56,469
トマト加工品 5,596 たけのこ 51,624
たけのこ 2,584 ﾏｯｼｭﾙｰﾑ 5,672

主要品目の内訳（2023年）



・関連規格

◇JAS規格
農産物缶詰及び農産物瓶詰の日本農林規格

◇CODEX規格
Standard for Canned Applesauce，
Standard for Canned Raspberries
Standard for Canned Strawberries，
Standard for Canned Fruits Cocktail，
Standard for Canned Tropical Fruit Salad，
Standard for Canned Chestnuts and Canned Chestnut Purée，

Standard for Canned Stone Fruits，
Standard for Certain Canned Citrus Fruits
Standard for Certain Canned Fruits
・・・果実缶詰 9規格

Standard for Canned Bamboo Shoots，
Standard for Certain Canned Vegetables，
Regional Standard for Canned Humus with Tehena，
Regional Standard for Canned Foul Medames
・・・野菜缶詰 4規格(地域規格含む）
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・表示ルールに関する経緯

1953年（S28年） みかん、もも、グリンピース、たけのこかん詰及びびん詰の日本農林規格 制定
「表示」としての項目はないが「備考」で表示が定められた
①品名、内容量、（形状等）をラベルに明記
②品名、製造所、製造年月日、（形状等）を缶蓋に記号で打刻

1961年（S36年） みかんかん詰の日本農林規格 制定
規格の事項に「標示」が設けられた
①品名、②全糖・合成甘味料、③商品名、④品名（記号）、
⑤製造所（記号）・製造年月日（記号）、⑥内容個数（記号）、
⑦製造者又は販売者の住所及び名称、⑧文字、絵その他の表示の規制

1962年（S37年） もも、洋なし及び和なし、マッシュルーム、アスパラガス、スイートコーンかん詰の日本農林規格 制定

1963年（S38年） 種類別農産物かん詰以外の農産物かん詰の日本農林規格 制定

1967年（S42年） 農産びん詰の日本農林規格 制定

1968年（S43年） 食品缶詰の表示に関する公正競争規約 制定

1972年（S47年） パインアップルかん詰の日本農林規格 制定
規格が品質基準と表示基準に分かれ、品質表示基準制度への移行準備
①一括表示事項（(1)品名、(2)形状、(3)原材料名、(4)固形量、(5)内容総量、(6)製造年月日、(7)使用上
の注意、(8)製造者又は販売者（輸入者）の住所及び名称、輸入品の場合は原産国名）、②表示の方法、
③その他の表示事項、④表示禁止事項

1975年（S50年） パインアップルかん詰品質表示基準 制定

1979年（S54年） 果実かん詰及び果実びん詰品質表示基準 制定

1980年（S55年） 野菜かん詰及び野菜びん詰品質表示基準 制定

2000年（H12年） 加工食品品質表示基準 制定
果実缶詰及び果実瓶詰、野菜缶詰及び野菜瓶詰品質表示基準 制定

2002年（H14年） 農産物缶詰及び農産物瓶詰品質表示基準 制定

2015年（H27年） 食品表示基準 制定

8



・表示例（赤線及び赤枠は「農産物缶詰及び農産物瓶詰」の個別の表示ルール該当箇所）
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◇みかん缶詰
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◇パインアップル缶詰
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◇スイートコーン缶詰



12

◇えのきたけ瓶詰



・業界の要望

◇別表第３（食品の定義）
生産量の少ない品目を除き存続、学名の削除および文字の修正

要望案 現行

〇定義 〇定義

用語 定義

農産物缶詰又は農
産物瓶詰

農産物又はその加工品（調味したもの及びフルーツみつ豆
に配合する場合の寒天を含む。）に充てん液を加え又は加
えないで、缶又は瓶に密封し、加熱殺菌したもの（固形ト
マト及び農産物漬物に該当しないものに限る。）をいう。

たけのこ缶詰又は
たけのこ瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、たけのこで、節間が短
く、かつ、形状が全形等のものを詰めたものをいう。

アスパラガス缶詰
又はアスパラガス
瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、アスパラガスで、形状
がロングスピアー等のものを詰めたものをいう。

スイートコーン缶
詰又はスイート
コーン瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、スイートコーンを詰め
たものをいう。

グリンピース缶詰
又はグリンピース
瓶詰

削除

あずき缶詰又はあ
ずき瓶詰

削除

大豆缶詰又は大豆
瓶詰

削除

用語 定義

農産物缶詰又は農
産物瓶詰

農産物又はその加工品（調味したもの及びフルーツみつ豆
に配合する場合の寒天を含む。）に充てん液を加え又は加
えないで、缶又は瓶に密封し、加熱殺菌したもの（固形ト
マト及び農産物漬物に該当しないものに限る。）をいう。

たけのこ缶詰又は
たけのこ瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、たけのこ（もうそうち
く（Phyllostachys pubescens Mazel）の生鮮なたけのこを
いう。以下この表及び別表第19の農産物缶詰及び農産物瓶
詰の項において同じ。）で、節間が短く、かつ、形状が全
形等のものを詰めたものをいう。

アスパラガス缶詰
又はアスパラガス
瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、アスパラガス
（Asparagus officinalis L.に属する品種の生鮮な又は凍
結させたどん茎をいう。以下この表、別表第４、別表第19
及び別表第20の農産物缶詰及び農産物瓶詰の項において同
じ。）で、形状がロングスピアー等のものを詰めたものを
いう。

スイートコーン缶
詰又はスイート
コーン瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、スイートコーン（ZEA 
mays L.に属する品種の生鮮な若しくは凍結させた果粒又は
これらをクリーム状としたものをいう。以下この表、別表
第４及び別表第19の農産物缶詰及び農産物瓶詰の項におい
て同じ。）を詰めたものをいう。

グリンピース缶詰
又はグリンピース
瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、えんどう（ Pisum 
sativum L.(Macrocarpum亜種を除く。）の生鮮な若しくは
凍結させた種実又はその完熟種実を乾燥したものを水で戻
したものをいう。以下別表第４の農産物缶詰及び農産物瓶
詰の項において同じ。）を詰めたものをいう。

あずき缶詰又はあ
ずき瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、小豆（ Phaseolus 
angularis Wightに属するものをいう。）の完熟種実を乾燥
したものを水で戻したものを詰めたものをいう。

大豆缶詰又は大豆
瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、大豆（Glycine max 
Merr.に属するものをいう。）の完熟種実を乾燥したものを
水で戻したものを詰めたものをいう。
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用語 定義

マッシュルーム缶
詰又はマッシュ
ルーム瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、マッシュルームで、石
突部を除去したものを詰めたものをいう。

えのきたけ缶詰又
はえのきたけ瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、えのきたけで、石突部
を除去したものを詰めたものをいう。

なめこ缶詰又はな
めこ瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、なめこで、石突部を除
去したものを詰めたものをいう。

みかん缶詰又はみ
かん瓶詰

次に掲げるものをいう。
一 農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、みかんの果粒状又
はさのう状の果肉を詰めたもの

二 農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、みかんの果皮を除
去した全形のものを詰めたもの

もも缶詰又はもも
瓶詰

次に掲げるものをいう。
一 農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、ももの２つ割り等
の形状の果肉を詰めたもの

二 農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、ももの果皮を除去
した全形のものを詰めたもの

なし缶詰又はなし
瓶詰

次に掲げるものをいう。
一 農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、洋なし及び和なし
の２つ割り等の形状の果肉を詰めたもの

二 農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、洋なし及び和なし
の果皮を除去し、又は除去しない全形のものを詰めたも
の

用語 定義

マッシュルーム缶
詰又はマッシュ
ルーム瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、マッシュルーム
（Agricus（Psalliota）属に属するAgricus bisporus等の
栽培品種の生鮮な又は塩蔵した子実体をいう。以下この表、
別表第４及び別表第19の農産物缶詰及び農産物瓶詰の項に
おいて同じ。）で、石付部を除去したものを詰めたものを
いう。

えのきたけ缶詰又
はえのきたけ瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、えのきたけ（Flammlina 
veltipes Singの生鮮な子実体をいう。以下別表第19の農産
物缶詰及び農産物瓶詰の項において同じ。）で、石付部を
除去したものを詰めたものをいう。

なめこ缶詰又はな
めこ瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、なめこ（ Pholita 
nameko S. ITO et IMAI）の生鮮な子実体をいう。以下この
表、別表第４及び別表第19の農産物缶詰及び農産物瓶詰の
項において同じ。）で、石付部を除去したものを詰めたも
のをいう。

みかん缶詰又はみ
かん瓶詰

次に掲げるものをいう。
一 農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、みかん（Citrus 

reticulata Blancoに属するかんきつ類の完熟した果実
をいう。以下この表、別表第４及び別表第19の農産物缶
詰及び農産物瓶詰の項において同じ。）の果粒状又はさ
のう状の果肉を詰めたもの

二 農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、みかんの果皮を除
去した全形のものを詰めたもの

もも缶詰又はもも
瓶詰

次に掲げるものをいう。
一 農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、もも（Prunus 

persica L.に属する核果類（ネクタリン種を除く。）の
完熟した果実をいう。以下この表、別表第４及び別表第
19の農産物缶詰及び農産物瓶詰の項において同じ。）の
２つ割り等の形状の果肉を詰めたもの

二 農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、ももの果皮を除去
した全形のものを詰めたもの

なし缶詰又はなし
瓶詰

次に掲げるものをいう。
一 農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、洋なし（Pyrus 

communis L.又はPyrus sinensis L.に属する仁果類の完
熟した果実をいう。以下この表、別表第４及び別表第19
の農産物缶詰及び農産物瓶詰の項において同じ。）及び
和なし（Pyrus serotina Rehderに属する仁果類の完熟
した果実をいう。以下この表、別表第４及び別表第19の
農産物缶詰及び農産物瓶詰の項において同じ。）の２つ
割り等の形状の果肉を詰めたもの

二 農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、洋なし及び和なし
の果皮を除去し、又は除去しない全形のものを詰めたも
の
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用語 定義

パインアップル缶
詰又はパインアッ
プル瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、パインアップルの全形
又は輪切り等の形状の果肉を詰めたものをいう。

くり缶詰又はくり
瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、くりの外皮を除去した
ものを詰めたものをいう。

アップルソース缶
詰又はアップル
ソース瓶詰

削除

混合農産物缶詰又
は混合農産物瓶詰

削除

用語 定義

パインアップル缶
詰又はパインアッ
プル瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、パインアップル
（Ananas comosusに属する完熟した果実をいう。以下この
表、別表第19及び別表第20の農産物缶詰及び農産物瓶詰の
項において同じ。）の全形又は輪切り等の形状の果肉を詰
めたものをいう。

くり缶詰又はくり
瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、くり（ Castanea 
crenata Sieb.et Zucc.又はCastanea sativa MILLERに属す
る完熟した果実をいう。以下別表第４及び別表第19の農産
物缶詰及び農産物瓶詰の項において同じ。）の外皮を除去
したものを詰めたものをいう。

アップルソース缶
詰又はアップル
ソース瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、りんご（ Malus 
domesticus Borkhausenに属する仁果類の完熟した果実をい
う。以下この表及び別表第19の農産物缶詰及び農産物瓶詰
の項において同じ。）の果肉を破砕し、適度な粘ちゅう度
を有するよう調製したものを詰めたものをいう。

混合農産物缶詰又
は混合農産物瓶詰

農産物缶詰又は農産物瓶詰のうち、２種類以上の農産物を
配合したものを詰めたものをいう。

・
・
・

フルーツカクテル缶詰以降の定義は変更の要望がないため省略
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◇別表第４（個別の表示ルール：名称、原材料名）
名称は、修正し存続
原材料名は、廃止

要望案 現行

〇横断的表示事項（別表第4） 〇横断的表示事項（別表第4）

表示事項 表示の方法

名称 次に定めるところにより表示する。
一 果実を詰めたもの（果実の加工品とともに詰めたものを除
く。）
イ 果実の名称は、みかん、白もも、洋なし等とその最も一般的
な名称をもって表示する。ただし、フルーツカクテルにあって
は「フルーツカクテル」と、フルーツカクテル以外の２種類以
上の農産物を詰めたものにあっては「２種混合果実」等と表示
する。
ロ 充てん液を加えたものにあっては、イに規定する表示の文字
の次に、「・」を付して充てん液の種類の名称を表１に掲げる
表示の方法により表示する。

ハ 充てん液を加えていないものにあっては、イに規定する表示
の文字の次に、「・」を付して「ドライパック」と表示するこ
とができる。
ニ 削除

表示事項 表示の方法

名称 次に定めるところにより表示する。
一 農産物（精米を除く。）を詰めたもの（農産物の加工品とと
もに詰めたものを除く。）
イ 農産物の名称は、グリンピース、みかん等とその最も一般的
な名称をもって表示する。ただし、フルーツカクテルにあって
は「フルーツカクテル」と、フルーツカクテル以外の２種類以
上の農産物を詰めたものにあっては「２種混合果実」、「３種
混合野菜」、「混合農産物」等と表示する。
ロ 充てん液を加えたものにあっては、イに規定する表示の文字
の次に、「・」を付して充てん液の種類の名称を果実のみを詰
めたものにあっては表１、それ以外のものを詰めたものにあっ
ては表２に掲げる表示の方法により表示する。
ハ 充てん液を加えていないものにあっては、イに規定する表示
の文字の次に、「・」を付して「ドライパック」と表示するこ
とができる。
ニ イの規定にかかわらず、アスパラガスのロングスピアー、ス
ピアー又はチップを詰めたもののうち、色の区分をしているも
のにあっては「アスパラガス・水煮（ホワイト）」等と色の区
分を表示し、色の区分をしていないものにあっては「アスパラ
ガス・水煮（色混合）」と表示し、グリンピースのもどし豆に
あっては「グリンピース」の文字の次に括弧を付して「もどし
豆」と表示し、マッシュルーム（ホワイト種のものを除く。）
にあっては「マッシュルーム」の文字の次に括弧を付して「ク
リーム種」又は「ブラウン種」とその品種を表示し、ももに
あっては果実の名称を「白もも」又は「黄もも」の別に表示し、
なしにあっては果実の名称を「洋なし」又は「和なし」の別に
表示すること。
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表示事項 表示の方法

名称 表１

充填液の種類 表示の方法

１ 水（水に果実の搾汁を加えたもので、
果実の搾汁（濃縮したものを搾汁の状
態に戻したものを含む。以下、農産物
缶詰及び農産物瓶詰の項において同
じ。）の容量が水の容量以下のものを
含む。）のみのもの

「水づけ」と表示する。

２ 果実の搾汁のみのもの 「果汁づけ」と表示する。

３ 果実の搾汁に水を加えたもので、果
実の搾汁の容量が水の容量を超えるも
の

「果汁づけ（水入り）」と表示する。

４ 水（水に
果実の搾汁
を加えたも
ので、果実
の搾汁の容
量が水の容
量以下のも
のを含
む。）に砂
糖類を加え
たもの

可溶性固形分が10パー
セント以上14パーセン
ト未満の場合

「シラップづけ（エキストラライ
ト）」と表示する。

可溶性固形分が14パー
セント以上18パーセン
ト未満の場合

「シラップづけ（ライト）」と表示
する。

可溶性固形分が18パー
セント以上22パーセン
ト未満の場合

「シラップづけ（ヘビー）」と表示
する。

可溶性固形分が22パー
セント以上の場合

「シラップづけ（エキストラヘ
ビー）」と表示する。

５ 果実の搾
汁に砂糖類
を加えたも
の

可溶性固形分が10パー
セント以上14パーセン
ト未満の場合

「果汁づけ（加糖・エキストラライ
ト）」と表示する。

可溶性固形分が14パー
セント以上18パーセン
ト未満の場合

「果汁づけ（加糖・ライト）」と表
示する。

可溶性固形分が18パー
セント以上22パーセン
ト未満の場合

「果汁づけ（加糖・ヘビー）」と表
示する。

可溶性固形分が22パー
セント以上の場合

「果汁づけ（加糖・エキストラヘ
ビー）」と表示する。

６ 果実の搾
汁に水を加
えたもので、
果実の搾汁
の容量が水
の容量を超
えるものに
砂糖類を加
えたもの

可溶性固形分が10パー
セント以上14パーセン
ト未満の場合

「シラップづけ（エキストラライ
ト）（果汁入り）」と表示する。

可溶性固形分が14パー
セント以上18パーセン
ト未満の場合

「シラップづけ (ライト )(果汁入
り）」と表示する。

可溶性固形分が18パー
セント以上22パーセン
ト未満の場合

「シラップづけ (ヘビー )(果汁入
り）」と表示する。

可溶性固形分が22パー
セント以上の場合

「シラップづけ（エキストラヘ
ビー）（果汁入り）」と表示する。

７ １から６まで以外の充てん液 充てん液の内容を表す最も一般的な
充てん液の種類の名称を表示する。

表示事項 表示の方法

名称 表１

充填液の種類 表示の方法

１ 水（水に果実の搾汁を加えたもので、
果実の搾汁（濃縮したものを搾汁の状
態に戻したものを含む。以下、農産物
缶詰及び農産物瓶詰の項において同
じ。）の容量が水の容量以下のものを
含む。）のみのもの

「水づけ」と表示する。

２ 果実の搾汁のみのもの 「果汁づけ」と表示する。

３ 果実の搾汁に水を加えたもので、果
実の搾汁の容量が水の容量を超えるも
の

「果汁づけ（水入り）」と表示する。

４ 水（水に
果実の搾汁
を加えたも
ので、果実
の搾汁の容
量が水の容
量以下のも
のを含
む。）に砂
糖類を加え
たもの

可溶性固形分が10パー
セント以上14パーセン
ト未満の場合

「シラップづけ（エキストラライ
ト）」と表示する。

可溶性固形分が14パー
セント以上18パーセン
ト未満の場合

「シラップづけ（ライト）」と表示
する。

可溶性固形分が18パー
セント以上22パーセン
ト未満の場合

「シラップづけ（ヘビー）」と表示
する。

可溶性固形分が22パー
セント以上の場合

「シラップづけ（エキストラヘ
ビー）」と表示する。

５ 果実の搾
汁に砂糖類
を加えたも
の

可溶性固形分が10パー
セント以上14パーセン
ト未満の場合

「果汁づけ（加糖・エキストラライ
ト）」と表示する。

可溶性固形分が14パー
セント以上18パーセン
ト未満の場合

「果汁づけ（加糖・ライト）」と表
示する。

可溶性固形分が18パー
セント以上22パーセン
ト未満の場合

「果汁づけ（加糖・ヘビー）」と表
示する。

可溶性固形分が22パー
セント以上の場合

「果汁づけ（加糖・エキストラヘ
ビー）」と表示する。

６ 果実の搾
汁に水を加
えたもので、
果実の搾汁
の容量が水
の容量を超
えるものに
砂糖類を加
えたもの

可溶性固形分が10パー
セント以上14パーセン
ト未満の場合

「シラップづけ（エキストラライ
ト）（果汁入り）」と表示する。

可溶性固形分が14パー
セント以上18パーセン
ト未満の場合

「シラップづけ (ライト )(果汁入
り）」と表示する。

可溶性固形分が18パー
セント以上22パーセン
ト未満の場合

「シラップづけ (ヘビー )(果汁入
り）」と表示する。

可溶性固形分が22パー
セント以上の場合

「シラップづけ（エキストラヘ
ビー）（果汁入り）」と表示する。

７ １から６まで以外の充てん液 充てん液の内容を表す最も一般的な
充てん液の種類の名称を表示する。

17



表示事項 表示の方法

名称 表２ 削除

二 果実以外の農産物又は農産物の加工品詰めたもの
「たけのこ水煮」、「３種混合野菜」、「フルーツみつ豆」、
「くり甘露煮」、「ゆであずき」、「赤飯」等とその内容を表
す最も一般的な名称をもって表示する。

表示事項 表示の方法

名称 表２

二 農産物の加工品又は精米を詰めたもの
「フルーツみつ豆」、「くり甘露煮」、「ゆであずき」、「赤
飯」等とその内容を表す最も一般的な名称をもって表示する。

充填液の種類 表示の方法

１ 水又は水に食塩、砂糖類等
（しょうゆを除く。）を加えた
もの（製品特性上「水煮」と表
示することが適当でない程度に
砂糖類等を加えたものを除
く。）

「水煮」と表示する。ただ
し、豆類、スイートコーン、
アスパラガス、マッシュ
ルーム及びなめこの水煮を
詰めたものにあっては、
「水煮」の用語を省略する
ことができる

２ 水にしょうゆ及び砂糖類を加
えたもの又はこれらにその他の
調味料を加えたもの

「味付」と表示する。

３ バターソース、クリームソー
ス等の調味液

「調味液づけ」と表示する。
ただし、「バターソースづ
け」、「クリームソースづ
け」等と表示することがで
きる。

４ １から３まで以外の充てん液 充てん液の内容を表す最も
一般的な充てん液の種類の
名称を表示する。
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表示事項 表示の方法

原材料名 削除

表示事項 表示の方法

原材料名 使用した原材料を、原材料に占める重量の割合の高いものから順に、次に定め
るところにより表示する。
一 「えんどう」、「アスパラガス」、「みかん」、「白もも」、「洋なし」、
「あんず」、「ぶどう」、「豆腐」、「こんにゃく」、「みかん果汁」、
「シナモン」、「食塩」、「しょうゆ」等とその最も一般的な名称をもって
表示する。ただし、うんしゅうみかんにあっては「うんしゅうみかん」と、
シナモン等の香辛料にあっては「香辛料」と表示することができる。
二 使用した農産物が２種類以上の場合にあっては、一の本文の規定にかかわ
らず、「農産物」、「野菜」又は「果実」の文字の次に、括弧を付して、使
用した農産物、野菜又は果実の名称を、原材料に占める重量の割合の高いも
のから順に表示する。
三 使用した果汁が２種類以上の場合にあっては、一の本文の規定にかかわら
ず、「果汁」の文字の次に、括弧を付して、「みかん、ぶどう」等と原材料
に占める重量の割合の高いものから順に表示する。
四 果実の搾汁を濃縮したものを搾汁の状態に戻した果汁にあっては、一の本
文の規定にかかわらず、果汁又は果実の名称の文字の次に、括弧を付して、
「濃縮還元」と表示する。
五 砂糖類にあっては、「砂糖」、「ぶどう糖」、「ぶどう糖果糖液糖」、
「果糖ぶどう糖液糖」、「高果糖液糖」等とその最も一般的な名称をもって
表示する。ただし、ぶどう糖果糖液糖、果糖ぶどう糖液糖及び高果糖液糖に
あっては「異性化液糖」と、砂糖混合ぶどう糖果糖液糖にあっては「砂糖・
ぶどう糖果糖液糖」又は「砂糖・異性化液糖」と、砂糖混合果糖ぶどう糖液
糖にあっては「砂糖・果糖ぶどう糖液糖」又は「砂糖・異性化液糖」と、砂
糖混合高果糖液糖にあっては「砂糖・高果糖液糖」又は「砂糖・異性化液
糖」と表示することができる。
六 使用した砂糖類が２種類以上の場合は、五の規定にかかわらず、「砂糖
類」又は「糖類」の文字の次に、括弧を付して、当該砂糖類の名称を「砂糖、
ぶどう糖」等と原材料に占める重量の割合の高いものから順に表示する。た
だし、砂糖及び砂糖混合ぶどう糖果糖液糖を併用する場合は「砂糖・ぶどう
糖果糖液糖」又は「砂糖・異性化液糖」と、砂糖及び砂糖混合果糖ぶどう糖
液糖を併用する場合は「砂糖・果糖ぶどう糖液糖」又は「砂糖・異性化液
糖」と、砂糖及び砂糖混合高果糖液糖を併用する場合は「砂糖・高果糖液
糖」又は「砂糖・異性化液糖」と表示することができる。
七 食酢にあっては、「醸造酢」及び「合成酢」の区分により表示する。
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◇別表第19（個別の表示ルール：追加的な表示事項）
形状、使用上の注意、固形分は存続
その他は廃止

要望案 現行

〇個別的表示事項（別表第19） 〇個別的表示事項（別表第19）

表示事項 表示の方法

形状
（１種類
の農産物
（れんこ
ん、たけ
のこ、ア
スパラガ
ス、ス
イート
コーン、
なめこ、
マッシュ
ルーム及
び果実
（くり及
びぎんな
んを除
く。））
を詰めた
ものに限
る。

１ その形状を最もよく表す用語を表示する。

表示事項 表示の方法

形状
（１種類
の農産物
（れんこ
ん、たけ
のこ、ア
スパラガ
ス、ス
イート
コーン、
なめこ、
マッシュ
ルーム及
び果実
（くり及
びぎんな
んを除
く。））
を詰めた
ものに限
る。

１ １種類の農産物を詰めたものであって、使用した農産物が全形のものに
あっては「全形」又は果実名に「丸」の文字を冠して「丸みかん」等と、つ
ぼみのものにあっては「つぼみ」と、ホールのものにあっては「ホール」と、
ボタンのものにあっては「ボタン」と、開きのものにあっては「開き」と、
全果粒のものにあっては「全果粒」と、身割れのものにあっては「身割れ」
と、小片のものにあっては「小片」と、じょうのう片のものにあっては
「じょうのう片」と、ホールカーネルのものにあっては「ホールカーネル」
と、クリームスタイルのものにあっては「クリームスタイル」と、ロングス
ピアーのものにあっては「ロング」と、スピアーのものにあっては「スピ
アー」と、チップのものにあっては「チップ」と、筒切りのものにあっては
「筒切り」と、傷のものにあっては「傷」と、先のものにあっては「先」と、
切のものにあっては「切」と、筒のものにあっては「筒」と、２つ割りのも
のにあっては「二つ割り」と、４つ割りのものにあっては「四つ割り」と、
乱切りのものにあっては「乱切り」と、千切りのものにあっては「千切り」
と、不定形のものにあっては「不定形」と、薄切りのものにあっては「薄切
り」と、ランダムスライスにあっては「ランダムスライス」と、カットのも
のにあっては「カット」と、 カット・ヘッドのものにあっては「カット・
ヘッド」と、輪切りのものにあっては「輪切り」と、くさび形のものにあっ
ては「くさび形」と、縦割りのものにあっては「縦割り」と、角柱形のもの
にあっては「角柱形」と、立方形のものにあっては「立方形」と、その他の
ものにあってはその形状を最もよく表す用語を表示する。ただし、たけのこ
の全形を縦に２つに切断したものにあっては「二つ割り」に代えて「割」と、
ホール又はボタンをほぼ４等分したものにあっては「四つ割り」に代えて
「クォーター」と、マッシュルームのかさ及び茎を不規則に切断したものに
あっては「不定形」に代えて「ピーセス・ステムス」と、マッシュルームの
ホール又はボタンを厚さ２ミリメートル以上８ミリメートル以下に軸に平行
に切断したものにあっては「薄切り」に代えて「スライス」と表示すること
ができる。
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表示事項 表示の方法

形状 ２ アスパラガスの表皮を除いたものにあっては、一の規定にか
かわらず、「ロング」、「スピアー」又は「チップ」等の形状
を示す文字の次に、括弧を付して、「皮むき」と表示する。

３ こう付きのさくらんぼにあっては「全形こう付」又は「全形
枝付」と、皮付きのあんずにあっては「全形」又は「丸あん
ず」の文字の次に括弧を付して「皮付」と表示する。

大きさ（た
けのこ）
基部の太さ
（アスパ
ラガス）
粒の大きさ
（グリン
ピース、
マッシュ
ルームの
ホールお
よびボタ
ン、なめ
こ）
果肉の大き
さ （ 2 つ
割 の 果
実）
果粒の大き
さ（全果
粒のもの、
さくらん
ぼ、あん
ず、ぶど
う）
内 容 個 数
（パイン
アップル
とリンゴ
の 輪 切
り）

それぞれを示す記号もしくは略号で記載
内容個数は「○個」、「○枚」等と表示する
（それぞれに基準値あり（省略））

使用上の注
意（内面無
塗装缶に限
る）

「開缶後はガラス等の容器に移し換えること」等と表示する。

表示事項 表示の方法

形状 ２ アスパラガスの表皮を除いたものにあっては、一の規定にか
かわらず、「ロング」、「スピアー」又は「チップ」等の形状
を示す文字の次に、括弧を付して、「皮むき」と表示すること
ができる。

３ こう付きのさくらんぼにあっては「全形こう付」又は「全形
枝付」と、皮付きのあんずにあっては「全形」又は「丸あん
ず」の文字の次に括弧を付して「皮付」と表示することができ
る。

大きさ（た
けのこ）
基部の太さ
（アスパ
ラガス）
粒の大きさ
（グリン
ピース、
マッシュ
ルームの
ホールお
よびボタ
ン、なめ
こ）
果肉の大き
さ （ 2 つ
割 の 果
実）
果粒の大き
さ（全果
粒のもの、
さくらん
ぼ、あん
ず、ぶど
う）
内 容 個 数
（パイン
アップル
とリンゴ
の 輪 切
り）

削除

使用上の注
意（内面無
塗装缶に限
る）

「開缶後はガラス等の容器に移し換えること」等と表示する。
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表示事項 表示の方法

「冷凍原料
使用」の用
語（アスパ
ラガスおよ
び パ イ ン
アップル缶
びん詰）

「冷凍原料使用」と表示する。

「 も ど し
豆」の用語
（ グ リ ン
ピース缶び
ん詰）

「もどし豆」と表示する。

「もどし原
料使用」の
用語（マッ
シュルーム
缶びん詰）

「もどし原料使用」と表示する。

固形分（え
のきたけ味
付 缶 び ん
詰）

実固形分を上回らない10の整数倍の数値により、パーセントの単
位をもって表示する。

形状を表す
写真、絵又
は図柄（パ
インアップ
ル缶詰。）

形状を表す写真、絵又は図柄を表示する。

表示事項 表示の方法

「冷凍原料
使用」の用
語（アスパ
ラガスおよ
び パ イ ン
アップル缶
びん詰）

削除

「 も ど し
豆」の用語
（ グ リ ン
ピース缶び
ん詰）

削除

「もどし原
料使用」の
用語（マッ
シュルーム
缶びん詰）

削除

固形分（え
のきたけ味
付 缶 び ん
詰）

実固形分を上回らない10の整数倍の数値により、パーセントの単
位をもって表示する。

形状を表す
写真、絵又
は図柄（パ
インアップ
ル缶詰。）

削除
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◇別表第20（表示の様式等）
別表第19の内容を踏まえて修正

要望案 現行

〇表示の様式等（別表第20） 〇表示の様式等（別表第20）

表示事項 表示の方法

備考
別記様式１
の備考の規
定によるほ
か、大きさ、
基部の太さ、
粒の大きさ、
果肉の大き
さ、果粒の
大きさ、内
容個数又は
使用上の注
意を一括し
て表示する
ことが困難
な場合には、
大きさ、基
部の太さ、
粒の大きさ、
果肉の大き
さ、果粒の
大きさ、内
容個数又は
使用上の注
意の欄に表
示箇所を表
示すれば、
他の箇所に
表示するこ
とができる。

第８条各号（第３号を除く。）の
規定によるほか、次に定めるとこ
ろによる。
一 「冷凍原料使用」（凍結させ
たアスパラガスを使用したものに
限る。）、「もどし豆」及び「も
どし原料使用」の用語は、商品名
の表示されている箇所に近接した
箇所に、商品名の高さの２分の１
以上の高さであって、かつ、ＪＩ
ＳＺ8305に定める20ポイント（缶
又は瓶の胴の面積が250平方センチ
メートル未満のものに表示する場
合にあっては、14ポイント）の活
字以上の大きさの統一のとれた文
字で表示する。
二 「冷凍原料使用」（凍結させ
たパインアップルの果肉を使用し
たものに限る。）の用語は、商品
名の表示されている箇所に近接し
た箇所に、商品名の高さの３分の
２以上の高さであって、かつ、Ｊ
ＩＳＺ8350に定める20ポイントの
活字以上の大きさの統一のとれた
文字で表示する。
三 「固形分」の用語は、商品名
の表示されている箇所に近接した
箇所に、「固形分」及び「％」の
文字はＪＩＳＺ8305に定める９ポ
イントの活字以上、固形分を表示
する数字は14ポイントの活字以上
の大きさの統一のとれた文字で表
示する。

表示事項 表示の方法

備考
別記様式１
の備考の規
定によるほ
か、使用上
の注意を一
括して表示
することが
困難な場合
には、使用
上の注意の
欄に表示箇
所を表示す
れば、他の
箇所に表示
することが
できる。

第８条各号（第３号を除く。）の規定に
よるほか、次に定めるところによる。
一 削除

二 削除

一 「固形分」の用語は、商品名
の表示されている箇所に近接した
箇所に、「固形分」及び「％」の
文字はＪＩＳＺ8305に定める９ポ
イントの活字以上、固形分を表示
する数字は14ポイントの活字以上
の大きさの統一のとれた文字で表
示する。

名称
形状
原材料名
添加物
原料原産地名
固形量
内容総量
内容量
賞味期限
保存方法
使用上の注意
原産国名
製造者

名称
形状
大きさ
基部の太さ
粒の大きさ
果肉の大きさ
果粒の大きさ
内容個数
原材料名
添加物
原料原産地名
固形量
内容総量
内容量
賞味期限
保存方法
使用上の注意
原産国名
製造者
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◇別表第22（表示禁止事項）
景品表示法の規定に従い対応すべきものであるため廃止

要望案 現行

〇表示禁止事項（別表第22）

削除

〇表示禁止事項（別表第22）

１ 「天然」又は「自然」の用語
２ 「純正」その他純粋であることを示す用語。

現行

〇個別的表示事項（別表第19）

・衛生事項に関する表示への要望

◇別表第19（個別の表示ルール：追加的な表示事項）
缶詰の食品の表示規定は横断的な表示ルールを優先し、廃止を要望する。

食品 表示事項 表示の方法

缶詰の食品 主要な原材料名 １ 主要原材料が三種類以上にわたる場合は、配合分量の多いものから順に三種類まで表示する。
２ 原則として、「主要原材料」の文字を冠する。
３ 原材料は、その種類名を表示する。
４ 名称その他表示から主要原材料が十分判断できるものにあっては、主要原材料名の表示を
省略することができる。
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国内生産量 輸入量

・直近5年間の生産量、輸入量

ト
ン

主要品目の内訳（2023年）

２．畜産物缶詰及び畜産物瓶詰の表示ルール見直しについて

国内生産量 輸入量
品目 数量（トン） 品目 数量（トン）

やきとり 2,526 豚肉調製品
（主にﾎﾟｰｸﾗﾝ
ﾁｮﾝﾐｰﾄ）

36,060

うずら卵水煮 759 コンビーフ 259
牛肉 196 レバー製品 55
コンビーフ 56

※生産量は本会の生産実績調査に基づく。輸入量は財務省の
輸出入統計に基づく。なお、輸出入統計上の分類は「気密容
器入り」となるため、缶詰、びん詰以外の容器も含まれる。

・関連規格

◇JAS規格
畜産物缶詰及び畜産物瓶詰の日本農林規格

◇CODEX規格
Standard for Corned Beef
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・表示ルールに関する経緯

1961年（S36年） 畜肉味付かん詰、畜産野菜煮かん詰、畜産コンビーフかん詰の日本農林規格 制定
規格の事項に「標示」が設けられた
①品名、②配合順の畜肉名称（二種類以上使用した場合）等、③商品名、
④製造所（記号）・製造年月日（記号）、⑤内容個数（記号）、
⑥文字、絵その他の表示の規制

1963年（S38年） 種類別畜産物かん詰以外の畜産物かん詰の日本農林規格 制定

1967年（S42年） 畜産物びん詰の日本農林規格 制定

1968年（S43年） 食品缶詰の表示に関する公正競争規約 制定

1976年（S51年） やきとりかん詰の日本農林規格 制定
規格が品質基準と表示基準に分かれ、品質表示基準制度への移行準備
①一括表示事項（(1)品名、(2)形状、(3)原材料名、(4)固形量、(5)内容総量、(6)製造年月日、(7)使用上
の注意、(8)製造者又は販売者の住所及び名称、輸入品の場合は原産国名）、②表示の方法、
③その他の表示事項、④表示禁止事項

1968年（S43年） 食品缶詰の表示に関する公正競争規約 制定

1976年（S51年） やきとりかん詰の日本農林規格 制定
規格が品質基準と表示基準に分かれ、品質表示基準制度への移行準備
①一括表示事項（(1)品名、(2)原材料名、(3)固形量、(4)内容総量、(5)製造年月日、(6)製造者又は販売者
（輸入者）の住所及び名称、輸入品の場合は原産国名）、②表示の方法、③表示禁止事項

1985年（S60年） 畜産物缶詰及び畜産物瓶詰の日本農林規格 制定

1986年（S61年） 畜産物缶詰及び畜産物瓶詰品質表示基準 制定

2000年（H12年） 加工食品品質表示基準 制定
（新）畜産物缶詰及び畜産物瓶詰品質表示基準 制定

2015年（H27年） 食品表示基準 制定
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・表示例（赤線は「畜産物缶詰及び畜産物瓶詰」の個別の表示ルール該当箇所）

27

◇コーンドミート缶詰
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◇家きん卵水煮缶詰



・業界の要望

◇別表第３（食品の定義）
生産量の少ない品目を除き修正して存続

要望案 現行

〇定義 〇定義

用語 定義

畜産物缶詰又は畜
産物瓶詰

食肉鳥卵又はその加工品（調味、ばい焼又は塩漬したもの
を含む。）に調味液を加え又は加えないで、缶又は瓶に密
封し、加熱殺菌したものをいう。

食肉缶詰又は食肉
瓶詰

削除

焼き鳥缶詰又は焼
き鳥瓶詰

畜産物缶詰又は畜産物瓶詰のうち、家きんの肉、臓器及び
可食部分等をばい焼し、しょうゆ、砂糖、食塩その他の調
味料、香辛料等とともに詰めたものをいう。

ベーコン缶詰又は
ベーコン瓶詰

削除

ハム缶詰又はハム
瓶詰

削除

ソーセージ缶詰又
はソーセージ瓶詰

畜産物缶詰又は畜産物瓶詰のうち、家畜、家兎と又は家きんの肉を塩漬
し又は塩漬しないで、ひき肉したものに、家畜、家兎と若しくは家きん
の臓器及び可食部分を塩漬し若しくは塩漬しないで、ひき肉し、若しく
はすりつぶしたもの又は魚肉若しくは鯨肉を塩漬し若しくは塩漬しない
で、ひき肉し、若しくはすりつぶしたもの（魚肉及び鯨肉の原材料及び
添加物（調味液の原材料及び添加物を除く。以下この項において同
じ。）に占める重量の割合が十五パーセント未満であるものに限る。）
を加え又は加えないで、調味料、香辛料等を加え、結着材料（結着材料
の原材料及び添加物に占める重量の割合が十五パーセント未満であるも
のに限る。）を加え又は加えないで、練り合わせたもの（グリンピース、
パプリカその他の種ものを加えたものを含む。）をケーシング等に充て
んした後、くん煙し又はくん煙しないで、加熱し、又は乾燥したものを
ブロック、スライス若しくはその他の形状に切断し、又はそのままで詰
めたものをいう。

用語 定義

畜産物缶詰又は畜
産物瓶詰

食肉鳥卵又はその加工品（調味、ばい焼又は塩漬したもの
を含む。）に調味液を加え又は加えないで、缶又は瓶に密
封し、加熱殺菌したものをいう。

食肉缶詰又は食肉
瓶詰

畜産物缶詰又は畜産物瓶詰のうち、食肉に調味液を加えた
ものを詰めたものをいう。

焼き鳥缶詰又は焼
き鳥瓶詰

畜産物缶詰又は畜産物瓶詰のうち、家きんの肉、臓器及び
可食部分等をばい焼し、しょうゆ、砂糖、食塩その他の調
味料、香辛料等とともに詰めたものをいう。

ベーコン缶詰又は
ベーコン瓶詰

畜産物缶詰又は畜産物瓶詰のうち、豚のばら肉、ロース肉
若しくは肩肉を整形し、塩漬し、くん煙したものをブロッ
ク、スライス又はその他の形状に切断して詰めたものをい
う。

ハム缶詰又はハム
瓶詰

畜産物缶詰又は畜産物瓶詰のうち、豚のもも肉、ロース肉、
肩肉又はばら肉を整形し、塩漬したものをケーシング等に
包装し、くん煙し又はくん煙しないで、加熱したものをブ
ロック、スライス又はその他の形状に切断したものを詰め
たものをいう。

ソーセージ缶詰又
はソーセージ瓶詰

畜産物缶詰又は畜産物瓶詰のうち、家畜、家兎と又は家きんの肉を塩漬
し又は塩漬しないで、ひき肉したものに、家畜、家兎と若しくは家きん
の臓器及び可食部分を塩漬し若しくは塩漬しないで、ひき肉し、若しく
はすりつぶしたもの又は魚肉若しくは鯨肉を塩漬し若しくは塩漬しない
で、ひき肉し、若しくはすりつぶしたもの（魚肉及び鯨肉の原材料及び
添加物（調味液の原材料及び添加物を除く。以下この項において同
じ。）に占める重量の割合が十五パーセント未満であるものに限る。）
を加え又は加えないで、調味料、香辛料等を加え、結着材料（結着材料
の原材料及び添加物に占める重量の割合が十五パーセント未満であるも
のに限る。）を加え又は加えないで、練り合わせたもの（グリンピース、
パプリカその他の種ものを加えたものを含む。）をケーシング等に充て
んした後、くん煙し又はくん煙しないで、加熱し、又は乾燥したものを
ブロック、スライス若しくはその他の形状に切断し、又はそのままで詰
めたものをいう。
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用語 定義

コーンドミート缶
詰又はコーンド
ミート瓶詰

畜産物缶詰又は畜産物瓶詰のうち、食肉を塩漬し、煮熟し
た後、ほぐし又はほぐさないで、食用油脂、調味料、香辛
料等を加え又は加えないで詰めたものをいう。

コンビーフ缶詰又
はコンビーフ瓶詰

コーンドミート缶詰又はコーンドミート瓶詰のうち、原料
の食肉として牛肉のみを使用したものをいう。

無塩漬コンビーフ
缶詰又は無塩漬コ
ンビーフ瓶詰

畜産物缶詰又は畜産物瓶詰のうち、牛肉を塩漬しないで単
に塩漬けし、煮熟した後、ほぐして、食用油脂、調味料、
香辛料等を加え、練り合わせたものを詰めたものをいう。

ランチョンミート
缶詰又はランチョ
ンミート瓶詰

畜産物缶詰又は畜産物瓶詰のうち、食肉を塩漬し、ひき肉
したものに、家畜、家兎と又は家きんの臓器及び可食部分
を塩漬し又は塩漬しないで、ひき肉し、又はすりつぶした
ものを加え又は加えないで、結着材料、食用油脂、調味料、
香辛料等を加え、練り合わせたものを詰めたものをいう。

家きん卵水煮缶詰
又は家きん卵水煮
瓶詰

畜産物缶詰又は畜産物瓶詰のうち、家きんの卵を煮熟し、
殻を除去して、水及び食塩とともに詰めたものをいう。

その他の畜産物缶
詰又はその他の畜
産物瓶詰

削除

食肉鳥卵 食肉、臓器及び可食部分並びに家きんの卵をいう。

食肉 食用に供される獣鳥（海獣を除く。）の肉（骨付肉を含
む。）をいう。

臓器及び可食部分
食用に供される獣鳥（海獣を除く。）の肝臓、じん臓、心
臓、肺臓、ひ臓、胃、腸、食道、脳、耳、鼻、皮、舌、尾、
横隔膜、血液及び脂肪層をいう。

塩漬
食塩及び発色剤に香辛料等を加え又は加えないで調製した
ものに食肉を漬け込むことをいう。

家きん
鶏、うずら、あひる、七面鳥、ほろほろ鳥その他の食用又
は採卵用に飼育される鳥をいう。

家畜 牛、豚、馬、めん羊及び山羊をいう。

結着材料
でん粉、小麦粉、コーンミール、パン粉、植物性たんぱく、
卵たんぱく、乳たんぱく、粉乳、ゼラチンその他の結着性
を高めるため用いるものをいう。

用語 定義

コーンドミート缶
詰又はコーンド
ミート瓶詰

畜産物缶詰又は畜産物瓶詰のうち、食肉を塩漬し、煮熟し
た後、ほぐし又はほぐさないで、食用油脂、調味料、香辛
料等を加え又は加えないで詰めたものをいう。

コンビーフ缶詰又
はコンビーフ瓶詰

コーンドミート缶詰又はコーンドミート瓶詰のうち、原料
の食肉として牛肉のみを使用したものをいう。

無塩漬コンビーフ
缶詰又は無塩漬コ
ンビーフ瓶詰

畜産物缶詰又は畜産物瓶詰のうち、牛肉を塩漬しないで単
に塩漬けし、煮熟した後、ほぐして、食用油脂、調味料、
香辛料等を加え、練り合わせたものを詰めたものをいう。

ランチョンミート
缶詰又はランチョ
ンミート瓶詰

畜産物缶詰又は畜産物瓶詰のうち、食肉を塩漬し、ひき肉
したものに、家畜、家兎と又は家きんの臓器及び可食部分
を塩漬し又は塩漬しないで、ひき肉し、又はすりつぶした
ものを加え又は加えないで、結着材料、食用油脂、調味料、
香辛料等を加え、練り合わせたものを詰めたものをいう。

家きん卵水煮缶詰
又は家きん卵水煮
瓶詰

畜産物缶詰又は畜産物瓶詰のうち、家きんの卵を煮熟し、
殻を除去して、水及び食塩とともに詰めたものをいう。

その他の畜産物缶
詰又はその他の畜
産物瓶詰

畜産物缶詰又は畜産物瓶詰のうち、食肉缶詰又は食肉瓶詰、
焼き鳥缶詰又は焼き鳥瓶詰、ベーコン缶詰又はベーコン瓶
詰、ハム缶詰又はハム瓶詰、ソーセージ缶詰又はソーセー
ジ瓶詰、コーンドミート缶詰又はコーンドミート瓶詰、無
塩漬コンビーフ缶詰又は無塩漬コンビーフ瓶詰、ランチョ
ンミート缶詰又はランチョンミート瓶詰及び家きん卵水煮
缶詰又は家きん卵水煮瓶詰以外のものをいう。

食肉鳥卵 食肉、食用に供される獣鳥（海獣を除く。）の臓器及び可
食部分並びに卵をいう。

食肉 食用に供される獣鳥（海獣を除く。）の肉（骨付肉を含
む。）をいう。

臓器及び可食部分
肝臓、じん臓、心臓、肺臓、ひ臓、胃、腸、食道、脳、耳、
鼻、皮、舌、尾、横隔膜、血液及び脂肪層をいう。

塩漬
食塩及び発色剤に香辛料等を加え又は加えないで調製した
ものに食肉を漬け込むことをいう。

家きん
鶏、うずら、あひる、七面鳥、ほろほろ鳥その他の食用又
は採卵用に飼育される鳥をいう。

家畜 牛、豚、馬、めん羊及び山羊をいう。

結着材料
でん粉、小麦粉、コーンミール、パン粉、植物性たんぱく、
卵たんぱく、乳たんぱく、粉乳、ゼラチンその他の結着性
を高めるため用いるものをいう。
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◇別表第４（個別の表示ルール：名称、原材料名）
名称は、コーンドミートのみ存続
原材料名は、香辛料のまとめ書きを存続、その他は廃止

要望案 現行

〇横断的表示事項（別表第4） 〇横断的表示事項（別表第4）

表示事項 表示の方法

名称 次に定めるところにより表示する。
一 食肉缶詰又は食肉瓶詰
イ 使用した食肉の名称の次に、調味液の種類の名称を次の表に
掲げる表示の方法により表示する。
ロ 食肉の名称は、「牛肉」、「豚肉」、「鶏肉」等と最も一般
的な名称をもって表示する。
ハ 小肉片、ほぐし肉、ひき肉、骨付の食肉又はくし刺しの食肉
を詰めたものにあっては、イの調味液の種類の名称の次に括弧
を付して、「小肉片」、「ほぐし肉」、「ひき肉」、「骨付」
又は「くしざし」と表示する。
二 焼き鳥缶詰又は焼き鳥瓶詰
イ 「やきとり」と表示する。ただし、くし刺しのものにあって
は、「やきとり（くしざし）」と表示する。
ロ 「やきとり」又は「やきとり（くしざし）」の表示の次に、
主な特徴となる香味（しょうゆに係る香味を除く。）に係る原
材料が明らかとなるように「（塩味）」等と併記する。
三 ベーコン缶詰又はベーコン瓶詰
ばら肉を使用したものにあっては「ベーコン」と、ロース肉を使
用したものにあっては「ロースベーコン」と、肩肉を使用した
ものにあっては「ショルダーベーコン」と表示する。ただし、
スライス等したものにあっては、「ベーコン」等の文字の次に
括弧を付して、「スライス」等と表示する。
四 ハム缶詰又はハム瓶詰
骨を除いたもも肉を使用したものにあっては「ボンレスハム」と、
ロース肉を使用したものにあっては「ロースハム」と、肩肉を
使用したものにあっては「ショルダーハム」と、ばら肉を使用
したものにあっては「ベリーハム」と表示する。ただし、スラ
イス等したものにあっては、「ボンレスハム」等の文字の次に
括弧を付して、「スライス」等と表示する。

表示事項 表示の方法

名称 次に定めるところにより表示する。
一 削除

二 削除

三 削除

四 削除
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表示事項 表示の方法

名称 五 削除

一 コーンドミート缶詰又はコーンドミート瓶詰
  コンビーフを詰めたものにあっては「コンビーフ」と、コン
ビーフ以外のコーンドミートを詰めたものにあっては「コーン
ドミート」と表示する。ただし、牛肉と馬肉を併用したもの
（牛肉の重量が牛肉及び馬肉の合計重量の二十パーセント以上
のものに限る。）を詰めたものにあっては、「ニューコーンド
ミート」又は「ニューコンミート」と表示することができる。
七 削除

八 削除

九 削除

十 削除

二 コーンドミート缶詰又はコーンドミート瓶詰以外の畜産物缶
詰又は畜産物瓶詰
 その内容を表す最も一般的な名称をもって表示する。

表示事項 表示の方法

名称 五 ソーセージ缶詰又はソーセージ瓶詰
ケーシングとして羊腸を使用したもの又は太さが二十ミリメー
トル未満のもの（牛腸を使用したもの及び豚腸を使用したもの
を除く。）にあっては「ウインナーソーセージ」と、ケーシン
グとして豚腸を使用したもの又は太さが二十ミリメートル以上
三十六ミリメートル未満のもの（牛腸を使用したもの及び羊腸
を使用したものを除く。）にあっては「フランクフルトソー
セージ」と、ケーシングとして牛腸を使用したもの又は太さが
三十六ミリメートル以上のもの（豚腸を使用したもの及び羊腸
を使用したものを除く。）にあっては「ボロニアソーセージ」
と、食肉に豚の脂肪層を加えたものを使用し、臓器及び可食部
分（豚脂肪層を除く。）、魚肉並びに鯨肉を加えていないもの
であって水分が三十五パーセントを超え五十五パーセント以下
のものにあっては「セミドライソーセージ」と、食肉に種もの
を加えたものを使用し、臓器及び可食部分、魚肉並びに鯨肉を
加えていないものにあっては「リオナソーセージ」と表示する。
ただし、スライス等したものにあっては、「ボロニアソーセー
ジ」等の文字の次に括弧を付して、「スライス」等と表示する。
六 コーンドミート缶詰又はコーンドミート瓶詰
  コンビーフを詰めたものにあっては「コンビーフ」と、コン
ビーフ以外のコーンドミートを詰めたものにあっては「コーン
ドミート」と表示する。ただし、牛肉と馬肉を併用したもの
（牛肉の重量が牛肉及び馬肉の合計重量の二十パーセント以上
のものに限る。）を詰めたものにあっては、「ニューコーンド
ミート」又は「ニューコンミート」と表示することができる。
七 無塩漬コンビーフ缶詰又は無塩漬コンビーフ瓶詰
 「無塩せきコンビーフ」と表示する。
八 ランチョンミート缶詰又はランチョンミート瓶詰
 「ランチョンミート」と表示する。
九 家きん卵水煮缶詰又は家きん卵水煮瓶詰
  使用した卵の名称の次に、「水煮」と表示する。
十 その他の畜産物缶詰又はその他の畜産物瓶詰
イ 「豚肉しょうが焼」、「鶏そぼろ」、「牛もつ味噌煮」、
「うずら卵味付」等と、その内容を表す最も一般的な名称を
もって表示する。
ロ 食肉及びその加工品（調味、ばい焼又は塩漬したものに限
る。）（以下「食肉等」という。）の小肉片、ほぐし肉、ひき
肉又は骨付のものを詰めたものにあっては、イの名称の次に括
弧を付して、それぞれ「小肉片」、「ほぐし肉」、「ひき肉」
又は「骨付」と表示する。ただし、イの名称から小肉片、ほぐ
し肉、ひき肉又は骨付のものであることが明らかである場合は
その限りでない。

32



表示事項 表示の方法

名称 削除（表）

原材料名 使用した原材料を、原材料に占める重量の割合の高いものから順
に次に定めるところにより表示する。
一 「牛肉」、「豚肝臓」、「牛舌」、「鶏卵」、「しょうゆ」、
「食塩」、「みそ」、「醸造酢」、「みりん」、「トマトピュー
レー」、「はちみつ」、「牛肉エキス」、「たん白加水分解物」、
「植物油脂」、「全粉乳」、「ゼラチン」、「でん粉」、「こ
しょう」、「しょうが」、「グリンピース」等とその最も一般的
な名称をもって表示する。ただし、こしょうその他の香辛料に
あっては、「香辛料」と表示することができる。
二 削除

三 削除

表示事項 表示の方法

名称

原材料名 使用した原材料を、原材料に占める重量の割合の高いものから順
に次に定めるところにより表示する。
一 「牛肉」、「豚肝臓」、「牛舌」、「鶏卵」、「しょうゆ」、
「食塩」、「みそ」、「醸造酢」、「みりん」、「トマト
ピューレー」、「はちみつ」、「牛肉エキス」、「たん白加水
分解物」、「植物油脂」、「全粉乳」、「ゼラチン」、「でん
粉」、「こしょう」、「しょうが」、「グリンピース」等とそ
の最も一般的な名称をもって表示する。ただし、こしょうその
他の香辛料にあっては、「香辛料」と表示することができる。
二 ベーコン缶詰又はベーコン瓶詰及びハム缶詰又はハム瓶詰に
あっては、一の規定にかかわらず、使用した豚肉について、
「豚ばら肉」、「豚もも肉」等とその部位の名称をもって表示
する。
三 砂糖類にあっては、「砂糖」、「水あめ」、「ぶどう糖」、
「ぶどう糖果糖液糖」、「果糖ぶどう糖液糖」、「高果糖液
糖」等とその最も一般的な名称をもって表示し、砂糖混合ぶど
う糖果糖液糖にあっては「砂糖・ぶどう糖果糖液糖」と、砂糖
混合果糖ぶどう糖液糖にあっては「砂糖・果糖ぶどう糖液糖」
と、砂糖混合高果糖液糖にあっては「砂糖・高果糖液糖」と表
示する。ただし、ぶどう糖果糖液糖、果糖ぶどう糖液糖及び高
果糖液糖にあっては「異性化液糖」と、砂糖混合ぶどう糖果糖
液糖、砂糖混合果糖ぶどう糖液糖及び砂糖混合高果糖液糖に
あっては「砂糖・異性化液糖」と表示することができる。

調味液の種類 表示の方法

水又は水に食塩等（しょうゆ、食
酢及び食用油脂を除く。）を加え
たもの

「水煮」と表示する。

水にしょうゆ及び砂糖類を加えた
もの又はこれらにその他の調味料
若しくは香辛料等を加えたもの

「味付」と表示する。

食酢又は食酢に香辛料等を加えた
もの

「酢漬」と表示する。

食用油脂又は食用油脂に香辛料等
を加えたもの

「油漬」と表示する。
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表示事項 表示の方法

原材料名 四 削除

五 削除

六 削除

七 削除

表示事項 表示の方法

原材料名 四 使用した砂糖類が二種類以上の場合は、三の規定にかかわら
ず、「砂糖類」又は「糖類」の文字の次に括弧を付して、「砂
糖、水あめ」等と使用量の多いものから順に表示し、砂糖及び
砂糖混合ぶどう糖果糖液糖を併用する場合にあっては「砂糖・
ぶどう糖果糖液糖」と、砂糖及び砂糖混合果糖ぶどう糖液糖を
併用する場合にあっては「砂糖・果糖ぶどう糖液糖」と、砂糖
及び砂糖混合高果糖液糖を併用する場合にあっては「砂糖・高
果糖液糖」と表示する。ただし、砂糖及び砂糖混合ぶどう糖果
糖液糖を併用する場合、砂糖及び砂糖混合果糖ぶどう糖液糖を
併用する場合又は砂糖及び砂糖混合高果糖液糖を併用する場合
にあっては、「砂糖・異性化液糖」と表示することができる。
五 三及び四の規定にかかわらず、使用する砂糖類が二種類以上
であって、その砂糖類の合計重量が調味液の重量の百分の一に
満たない場合は、「砂糖類」又は「糖類」と表示することがで
きる。
六 使用した食肉、結着材料、種もの又は薬味がそれぞれ二種類
以上の組合せである場合は、一の規定にかかわらず、「食肉」、
「結着材料」、「種もの」又は「薬味」の文字の次に括弧を付
して、それぞれ「牛肉、豚肉」、「小麦粉、コーンミール」、
「グリンピース、パプリカ」又は「ねぎ、しょうが」等と原材
料に占める重量の割合の高いものから順に表示する。
七 食酢にあっては、「醸造酢」及び「合成酢」の区分により表
示する。
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◇別表第19（個別の表示ルール：追加的な表示事項）
内容個数、使用上の注意を存続、その他は廃止

要望案 現行

〇個別的表示事項（別表第19） 〇個別的表示事項（別表第19）

表示事項 表示の方法

内容個数（家きん卵水
煮缶瓶詰、その他の畜
産物缶瓶詰のうち家き
ん卵を詰めたものに限
る。）

「○○個」又は「○○○個～○○○個」（下限の個数
は上限の個数の八十パーセント以上であること。）と
表示する。

使用上の注意（内面無
塗装缶を使用した缶詰
に限る。）

「開缶後はガラス等の容器に移し換えること」等と表
示する。

食肉の名称（食肉缶瓶
詰、コーンドミート缶
瓶詰及び食肉等を詰め
たその他の畜産物缶瓶
詰であって、商品名に
使用した食肉の名称を
表示していない場合に
限る。）

使用した食肉の名称を表示する。

肉片形状の用語（食肉
缶瓶詰、食肉等を詰め
たその他の畜産物缶瓶
詰であって、商品名か
ら小肉片、ほぐし肉、
ひき肉又は骨付きのも
のを使用したことが明
らかでない場合に限
る。）

小肉片を使用したものについては「小肉片」の用語を、
ほぐし肉を使用したものについては「ほぐし肉」の用
語を、ひき肉を使用したものについては「ひき肉」の
用語を、骨付きの食肉を使用したものについては「骨
付」の用語を表示する。

表示事項 表示の方法

内容個数（家きん卵水
煮缶瓶詰に限る。）

「○○個」と表示する。

使用上の注意（内面無
塗装缶を使用した缶詰
に限る。）

「開缶後はガラス等の容器に移し換えること」等と表
示する。

食肉の名称（食肉缶瓶
詰、コーンドミート缶
瓶詰及び食肉等を詰め
たその他の畜産物缶瓶
詰であって、商品名に
使用した食肉の名称を
表示していない場合に
限る。）

削除

肉片形状の用語（食肉
缶瓶詰、食肉等を詰め
たその他の畜産物缶瓶
詰であって、商品名か
ら小肉片、ほぐし肉、
ひき肉又は骨付きのも
のを使用したことが明
らかでない場合に限
る。）

削除
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◇別表第20（表示の様式等）
別表第19の内容を踏まえて修正

要望案 現行

〇表示の様式等（別表第20） 〇表示の様式等（別表第20）

表示事項 表示の方法

備考
別記様式一の
備考の規定に
よるほか、使
用上の注意を
一括して表示
することが困
難な場合には、
使用上の注意
の欄に表示箇
所を表示すれ
ば、他の箇所
に表示するこ
とができる。

第８条各号（第３号を除く。）の規
定によるほか、次に定めるところに
よる。
一 食肉の名称は、商品名の表示さ
れている箇所に近接した箇所に、
商品名の高さの二分の一以上の高
さであって、かつ、ＪＩＳＺ八三
〇五に定める九ポイントの活字以
上の大きさの統一のとれた文字で
表示する。
二 「小肉片」、「ほぐし肉」、
「ひき肉」又は「骨付」の用語は、
商品名の表示されている箇所に近
接した箇所に、商品名の高さの二
分の一以上の高さであって、かつ、
ＪＩＳＺ八三〇五に定める九ポイ
ントの活字以上の大きさの統一の
とれた文字で表示する。

表示事項 表示の方法

備考
別記様式一の
備考の規定に
よるほか、使
用上の注意を
一括して表示
することが困
難な場合には、
使用上の注意
の欄に表示箇
所を表示すれ
ば、他の箇所
に表示するこ
とができる。

第８条各号（第３号を除く。）の規
定による

名称
原材料名
添加物
原料原産地名
内容個数
固形量
内容総量
内容量
賞味期限
保存方法
使用上の注意
原産国名
製造者

名称
原材料名
添加物
原料原産地名
内容個数
固形量
内容総量
内容量
賞味期限
保存方法
使用上の注意
原産国名
製造者
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◇別表第22（表示禁止事項）
景品表示法の規定に従い対応すべきものであるため廃止

要望案 現行

〇表示禁止事項（別表第22）

削除

〇表示禁止事項（別表第22）

1 食肉缶びん詰、コーンドミート缶びん詰及びランチョンミート缶びん詰であって、
食肉を二種類以上使用したものについて、特定の種類の食肉を特に強調する用語
２ その他の畜産物缶びん詰であって、食肉、臓器及び可食部分並びにこれらの加
工品を二種類以上使用したものについて、特定の食肉を特に強調する用語
３ 「上級」又は「標準」の用語と紛らわしい用語
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現行

〇個別的表示事項（別表第19）

・衛生事項に関する表示への要望

◇別表第19（個別の表示ルール：追加的な表示事項）
畜産物缶詰・瓶詰で食品衛生法上の食肉製品に該当するものは、「殺菌方法」、「加熱
食肉製品である旨」、「容器包装に入れた後加熱殺菌したもの」の表示義務がある。
「殺菌方法」及び「容器包装に入れた後加熱殺菌したもの」については、缶詰・瓶詰
（120℃4分以上の加熱殺菌）に省略が認められているのに対し、「加熱食肉製品である
旨」については、「コンビーフ」、「コーンドミート」、「ニューコーンドミート
（ニューコンミート）」、「ランチョンミート」の一部の製品にしか省略が認められてい
ない。（食品表示基準について 平成27年3月30日消食表第139号）
「加熱食肉製品である旨」について、缶詰・瓶詰は加熱食肉製品であることが明らかな
ので、省略規定を一部の製品に限定せず缶詰・瓶詰に対象を拡大することを要望する。
缶詰の食品の表示規定は横断的な表示ルールを優先し、廃止を要望する。

食品 表示事項 表示の方法

食肉製品（食品衛
生法施行令第十三
条に規定するもの
に限る。以下この
表において同
じ。）

殺菌方法（気密性のある容器包装に充てんした後、その中
心部の温度を摂氏百二十度で四分間加熱する方法又はこれ
と同等以上の効力を有する方法により殺菌したもの（缶詰
又は瓶詰のものを除く。）に限る。）

殺菌温度及び殺菌時間を表示する。

加熱食肉製品である旨（加熱食肉製品（乾燥食肉製品、非
加熱食肉製品及び特定加熱食肉製品以外の食肉製品をい
う。）に限る。）

「加熱食肉製品」の文字等加熱食肉製品である旨を示す文字を表示する。

容器包装に入れた後加熱殺菌したものか、加熱殺菌した後
容器包装に入れたものかの別（加熱食肉製品に限る。）

「包装後加熱」の文字又は「加熱後包装」の文字等容器包装に入れた後加熱殺
菌したものか、加熱殺菌した後容器包装に入れたものかの別を表示する。

缶詰の食品 主要な原材料名 １ 主要原材料が三種類以上にわたる場合は、配合分量の多いものから順に三種類まで表示する。
２ 原則として、「主要原材料」の文字を冠する。
３ 原材料は、その種類名を表示する。
４ 名称その他表示から主要原材料が十分判断できるものにあっては、主要原材料名の表示を
省略することができる。

38



・衛生事項に関する表示例（赤線は「食肉製品」の個別の表示ルール該当箇所）

39

◇食肉缶詰



・直近5年間の生産量

ト
ン

主要品目の内訳（2023年）

３．調理食品缶詰及び調理食品瓶詰の表示ルール見直しについて

国内生産量
品目 数量（トン）

スープ類 16,265
カレー 3,279
ミートソース 2,398
デミグラスソース 302
食肉野菜混合煮 119
シチュー 106

※生産量は本会の生産実績調査に基づく。財務省の輸出入統
計上の分類で調理食品缶瓶詰に該当するものがないため輸入
量は割愛する。

34,000

36,000

38,000

40,000

42,000

44,000

46,000

48,000

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

国内生産量

・表示ルールに関する経緯
1968年（S43年） 食品缶詰の表示に関する公正競争規約 制定

1985年（S60年） 調理食品缶詰及び調理食品瓶詰の日本農林規格 制定
規格が品質基準と表示基準に分かれ、品質表示基準制度への移行準備
①一括表示事項（(1)品名、(2)原材料名、(3)固形量、(4)内容総量、(5)製造年月日、(6)製造者又は販売者
（輸入者）の住所及び名称、内面無塗装缶の場合は使用上の注意、輸入品の場合は原産国名）、②表示の方
法、③その他の表示事項及びその表示の方法、④表示禁止事項

1986年（S61年） 調理食品缶詰及び調理食品瓶詰品質表示基準 制定

2000年（H12年） 加工食品品質表示基準 制定
（新）調理食品缶詰及び調理食品瓶詰品質表示基準 制定

2005年（H17年） 調理食品缶詰及び調理食品瓶詰の日本農林規格 廃止

2015年（H27年） 食品表示基準 制定

・関連規格

◇JAS規格、CODEX規格 なし
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・表示例（赤線及び赤枠は「調理食品缶詰及び調理食品瓶詰」の個別の表示ルール該当箇所）

◇カレー缶詰



42

◇食肉野菜煮缶詰



・業界の要望

◇別表第３（食品の定義）
生産量の少ない品目を除き修正して存続

要望案 現行

〇定義 〇定義

用語 定義

調理食品缶詰及び
調理食品瓶詰

調理済の食品を缶又は瓶に密封し、加熱殺菌したもの（食
肉鳥卵を原材料として使用しているものに限る）をいう

食肉野菜煮缶詰又
は食肉野菜煮瓶詰

調理食品缶びん詰のうち、食肉及び野菜又はこれに豆腐、
しらたき等を加えたものにしょうゆ及び糖類を加えて調理
したもの又はこれにその他の調味料、香辛料等を加えて調
理したものを詰めたものをいう。

カレー缶詰
又はカレー瓶詰

調理食品缶びん詰のうち、食肉（牛肉、豚肉及び家きん肉
に又はカレー限る。）、たまねぎ、にんじん、ばれいしょ
等に、カレー粉、香辛料、調瓶詰味料、食用油脂、小麦粉
等を加え、米飯等とともに食用に供するように調理したも
のであって、カレー粉特有の香味及び辛味を主な特徴とす
るものを詰めたものをいう。

シチュー缶詰又は
シチュー瓶詰

調理食品缶びん詰のうち、食肉（牛肉、豚肉及び家きん肉
に限る。）又は舌、たまねぎ、にんじん、ばれいしょ等に、
トマトペースト、牛乳、香辛料、調味料、食用油脂、小麦
粉等を加え、そのまま食用に供するように調理したものを
詰めたものをいう。

その他の調理食品
缶詰又はその他の
調理食品瓶詰

削除

食肉鳥卵 食肉、臓器及び可食部分並びに家きんの卵をいう。

食肉 食用に供される獣鳥（海獣を除く。）の肉（骨付肉を含
む。）をいう。

臓器及び可食部分 食用に供される獣鳥（海獣を除く。）の肝臓、じん臓、心
臓、肺臓、ひ臓、胃、腸、食道、脳、耳、鼻、皮、舌、尾、
横隔膜、血液及び脂肪層をいう。

可食部分 削除
家きん 鶏、うずら、あひる、七面鳥、ほろほろ鳥その他の食用又

は採卵用に飼育される鳥をいう。

用語 定義

調理食品缶詰及び
調理食品瓶詰

調理済の食品を缶又は瓶に密封し、加熱殺菌したもの（食
肉鳥卵を原材料として使用しているものに限り、かつ、
スープ缶詰若しくはスープ瓶詰、ソース缶詰若しくはソー
ス瓶詰、ペースト缶詰若しくはペースト瓶詰、おでん缶詰
若しくはおでん瓶詰又は米飯類缶詰若しくは米飯類瓶詰に
該当するものを除く。）をいう

食肉野菜煮缶詰又
は食肉野菜煮瓶詰

調理食品缶びん詰のうち、食肉及び野菜又はこれに豆腐、
しらたき等を加えたものにしょうゆ及び糖類を加えて調理
したもの又はこれにその他の調味料、香辛料等を加えて調
理したものを詰めたものをいう。

カレー缶詰
又はカレー瓶詰

調理食品缶びん詰のうち、食肉（牛肉、豚肉及び家きん肉
に又はカレー限る。）、たまねぎ、にんじん、ばれいしょ
等に、カレー粉、香辛料、調瓶詰味料、食用油脂、小麦粉
等を加え、米飯にかけて食用に供するように調理したもの
であって、カレー粉特有の香味及び辛味を主な特徴とする
ものを詰めたものをいう。

シチュー缶詰又は
シチュー瓶詰

調理食品缶びん詰のうち、食肉（牛肉、豚肉及び家きん肉
に限る。）又は舌、たまねぎ、にんじん、ばれいしょ等に、
トマトペースト、牛乳、香辛料、調味料、食用油脂、小麦
粉等を加え、そのまま食用に供するように調理したものを
詰めたものをいう。

その他の調理食品
缶詰又はその他の
調理食品瓶詰

調理食品缶詰又は調理食品瓶詰のうち、食肉野菜煮缶詰又
は食肉野菜煮瓶詰、カレー缶詰又はカレー瓶詰及びシ
チュー缶詰又はシチュー瓶詰以外のものをいう

食肉鳥卵 食肉並びに食用に供される獣鳥（海獣を除く。）の臓器、
可食部分及び卵をいう。

食肉 食用に供される獣鳥（海獣を除く。）の肉（骨付肉を含
む。）をいう。

臓器 肝臓、じん臓、心臓、肺臓、ひ臓、胃及び腸をいう。

可食部分 食道、脳、耳、鼻、皮、舌、尾及び脂肪層をいう。
家きん 鶏、うずら、あひる、七面鳥、ほろほろ鳥その他の食用又

は採卵用に飼育される鳥をいう。
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要望案 現行

〇横断的表示事項（別表第4） 〇横断的表示事項（別表第4）

◇別表第４（個別の表示ルール：名称、原材料名）
名称は、廃止
原材料名は、香辛料のまとめ書きを存続、その他は廃止

表示事項 表示の方法

名称 削除

表示事項 表示の方法

名称 次に定めるところにより表示する。
一 食肉野菜煮缶詰又は食肉野菜煮瓶詰

イ 製品の内容を表す最も一般的な名称を表示する。ただし、使用した食肉の
名称の次に、「野菜煮」と表示し、又は特定の野菜を使用したものにあって
は、「野菜煮」に代えて「たけのこ煮」等と表示することができる。

ロ 食肉の名称は、「牛肉」、「鶏肉」等と最も一般的な名称をもって表示す
る。

ハ ３種類以上の食肉を使用したものにあっては、イ及びロの規定にかかわら
ず、「食肉野菜煮」と表示する。

ニ イからハまでの規定にかかわらず、１種類の野菜を配合したもので固形量
に対する食肉の重量の割合が30%未満10%以上のもの及び２種類以上の野菜等

（野菜、きのこ類、豆腐、しらたき等をいう。）を配合したもので固形量に
対する食肉の重量の割合が20%未満10%以上のものにあっては、「野菜煮」の

文字の次に括弧を付して、使用した食肉の名称を「牛肉入り」、「鶏肉入
り」等（３種類以上の食肉を使用したものについては、「食肉入り」）と表
示し、固形量に対する食肉の重量の割合が10%未満のものにあっては、食肉
の名称を付さずに「野菜煮（食肉入り）」と表示する。
二 カレー缶詰又はカレー瓶詰
「カレー」と表示する。
三 シチュー缶詰又はシチュー瓶詰

「シチュー」と表示する。ただし、クリームシチューにあっては、「シ
チュー（クリーム煮）」と表示する。
四 その他の調理食品缶詰又はその他の調理食品瓶詰
イ 製品の内容を最もよく表す名称を表示する。

ロ 牛肉、豚肉若しくは家きん肉以外の食肉、臓器若しくは可食部分を使用し
たカレー又は牛肉、豚肉、家きん肉若しくは舌以外の食肉、臓器若しくは可
食部分及びそれらの加工品を使用したシチューにあっては、イの規定にかか
わらず、当該食肉、臓器又は可食部分の名称を付して、カレー又はシチュー
と表示する。

ハ 骨付の食肉を使用したものにあっては、名称の次に括弧を付して、「骨
付」と表示する。
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表示事項 表示の方法

原材料名 使用した原材料を、原材料に占める重量の割合の高いものから順
に次に定めるところにより表示する。
一 「牛肉」、「豚肝臓」、「鶏卵」、「たまねぎ」、「たけの
こ」、「しいたけ」、「焼豆腐」、「しらたき」、「こんぶ」、
「りんご」、「しょうゆ」、「食塩」、「みそ」、、「みり
ん」、「はちみつ」、「牛肉エキス」、「たん白加水分解物」、
「綿実油」、「ゼラチン」、「こしょう」等とその最も一般的
な名称をもって表示する。ただし、こしょうその他の香辛料に
あっては、「香辛料」と表示することができる。

表示事項 表示の方法

原材料名 次に定めるところにより表示する。

一 食肉野菜煮缶詰又は食肉野菜煮瓶詰、カレー缶詰又はカレー
瓶詰及びシチュー缶詰又はシチュー瓶詰使用した原材料を、原
材料に占める重量の割合の高いものから順に、次に定めるとこ
ろにより表示する。

イ 「牛肉」、「たけのこ」、「しいたけ」、「焼豆腐」、「し
らたき」、「こんぶ」、「りんご」、「しょうゆ」、「食塩」、
「みそ」、「醸造酢」、「みりん」、「はちみつ」、「牛肉エ
キス」、「たん白加水分解物」、「綿実油」、「ゼラチン」、
「こしょう」等とその最も一般的な名称をもって表示する。た
だし、こしょうその他の香辛料にあっては、「香辛料」と表示
することができる。

ロ 砂糖類にあっては、「砂糖」、「水あめ」、「ぶどう糖」、
「ぶどう糖果糖液糖」、「果糖ぶどう糖液糖」、「高果糖液
糖」等とその最も一般的な名称をもって表示し、砂糖混合ぶど
う糖果糖液糖にあっては「砂糖・ぶどう糖果糖液糖」と、砂糖
混合果糖ぶどう糖液糖にあっては「砂糖・果糖ぶどう糖液糖」
と、砂糖混合高果糖液糖にあっては「砂糖・高果糖液糖」と表
示する。ただし、ぶどう糖果糖液糖、果糖ぶどう糖液糖及び高
果糖液糖にあっては「異性化液糖」と、砂糖混合ぶどう糖果糖
液糖、砂糖混合果糖ぶどう糖液糖及び砂糖混合高果糖液糖に
あっては「砂糖・異性化液糖」と表示することができる。

ハ 使用した砂糖類が２種類以上の場合は、ロの規定にかかわら
ず、「砂糖類」又は「糖類」の文字の次に括弧を付して、「砂
糖、水あめ」等と使用量の多いものから順に表示し、砂糖及び
砂糖混合ぶどう糖果糖液糖を併用する場合は「砂糖・ぶどう糖
果糖液糖」と、砂糖及び砂糖混合果糖ぶどう糖液糖を併用する
場合は「砂糖・果糖ぶどう糖液糖」と、砂糖及び砂糖混合高果
糖液糖を併用する場合は「砂糖・高果糖液糖」と表示する。た
だし、砂糖及び砂糖混合ぶどう糖果糖液糖を併用する場合、砂
糖及び砂糖混合果糖ぶどう糖液糖を併用する場合又は砂糖及び
砂糖混合高果糖液糖を併用する場合にあっては、「砂糖・異性
化液糖」と表示することができる。

ニ 使用した食肉又は野菜がそれぞれ２種類以上の組合せである
場合は、イの規定にかかわらず、「食肉」又は「野菜」の文字
の次に括弧を付して、「牛肉、豚肉」又は「たけのこ、ごぼ
う」等と原材料に占める重量の割合の高いものから順に表示す
る。ただし、使用した野菜が４種類以上の場合にあっては、高
いものから順に３種類の野菜の名称を表示してその他の野菜の
名称は「その他」と表示することができる。
ホ 食酢は、「醸造酢」又は「合成酢」の区分により表示する。
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表示事項 表示の方法

原材料名 削除

表示事項 表示の方法

原材料名 二 その他の調理食品缶詰又はその他の調理食品瓶詰

使用した原材料を、原材料に占める重量の割合の高いものから
順に、次に定めるところにより表示する。

イ 「牛肉」、「豚肝臓」、「牛舌」、「鶏卵」、「たまねぎ」、
「りんご」、「しょうゆ」、「食塩」、「みそ」、「みりん」、
「トマトピューレー」、「はちみつ」、「牛肉エキス」、「た
ん白加水分解物」、「植物油脂」、「粉乳」、「ゼラチン」、
「でん粉」、「こしょう」等とその最も一般的な名称をもって
表示する。ただし、こしょうその他の香辛料にあっては、「香
辛料」と表示することができる。

ロ 砂糖類にあっては、「砂糖」、「水あめ」、「ぶどう糖」、
「ぶどう糖果糖液糖」、「果糖ぶどう糖液糖」、「高果糖液
糖」等とその最も一般的な名称をもって表示し、砂糖混合ぶど
う糖果糖液糖にあっては「砂糖・ぶどう糖果糖液糖」と、砂糖
混合果糖ぶどう糖液糖にあっては「砂糖・果糖ぶどう糖液糖」
と、砂糖混合高果糖液糖にあっては「砂糖・高果糖液糖」と表
示する。ただし、ぶどう糖果糖液糖、果糖ぶどう糖液糖及び高
果糖液糖にあっては「異性化液糖」と、砂糖混合ぶどう糖果糖
液糖、砂糖混合果糖ぶどう糖液糖及び砂糖混合高果糖液糖に
あっては「砂糖・異性化液糖」と表示することができる。

ハ 使用した砂糖類が２種類以上の場合は、ロの規定にかかわら
ず、「砂糖類」又は「糖類」の文字の次に括弧を付して、「砂
糖、水あめ」等と使用量の多いものから順に表示し、砂糖及び
砂糖混合ぶどう糖果糖液糖を併用する場合は「砂糖・ぶどう糖
果糖液糖」と、砂糖及び砂糖混合果糖ぶどう糖液糖を併用する
場合は「砂糖・果糖ぶどう糖液糖」と、砂糖及び砂糖混合高果
糖液糖を併用する場合は「砂糖・高果糖液糖」と表示する。た
だし、砂糖及び砂糖混合ぶどう糖果糖液糖を併用する場合、砂
糖及び砂糖混合果糖ぶどう糖液糖を併用する場合又は砂糖及び
砂糖混合高果糖液糖を併用する場合にあっては、「砂糖・異性
化液糖」と表示することができる。

ホ 使用した食肉又は野菜がそれぞれ２種類以上の組合せである
場合は、イの規定にかかわらず、「食肉」又は「野菜」の文字
の次に括弧を付して、「牛肉、豚肉」又は「たけのこ、ごぼ
う」等と原材料に占める重量の割合の高いものから順に表示す
る。ただし、使用した野菜が四種類以上の場合にあっては、高
いものから順に３種類の野菜の名称を表示してその他の野菜の
名称は「その他」と表示することができる。
ヘ 食酢は、「醸造酢」又は「合成酢」の区分により表示する。

ト イ及びホの規定にかかわらず、ひき肉加工品等にあっては、
その主要原材料を、「肉だんご」等の名称の次に括弧を付して、
「豚肉、鶏肉、でん粉」等と原材料に占める重量の割合の高い
ものから順に表示する。
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要望案 現行

〇個別的表示事項（別表第19） 〇個別的表示事項（別表第19）

◇別表第19（個別の表示ルール：追加的な表示事項）
使用上の注意のみ存続、その他は廃止

表示事項 表示の方法

使用上の注意

（内面塗装缶以外を使
用した缶詰に限る）

「開缶後はガラス等の容器に移し換えること」等と表
示する。

食肉の名称

（食肉野菜煮缶びん詰
及び食肉を調理して詰
めたその他の調理食品
缶びん詰であって、商
品名に使用した食肉の
名称を表示していない
場合に限る。）

使用した食肉の名称を表示する。

「骨付」の用語

（その他の調理食品缶
びん詰であって、骨付
きの食肉を使用したも
のに限る。）

「骨付」の用語を表示する。

固形量又は内容量に対
する食肉、臓器、可食
部分及び家きん卵並び
にそれらの加工品の重
量の割合

（食肉野菜煮缶びん詰
及びその他の調理食品
缶びん詰であって固形
量又は内容量に対する
食肉、臓器、可食部分
及び家きん卵並びにそ
れらの加工品の重量の
割合が10%以上のもの
に限る。）

実混合割合を上回らない、10の整数倍の数値により、
%の単位をもって、表示する。

表示事項 表示の方法

使用上の注意

（内面塗装缶以外を使
用した缶詰に限る）

「開缶後はガラス等の容器に移し換えること」等と表
示する。

食肉の名称

（食肉野菜煮缶びん詰
及び食肉を調理して詰
めたその他の調理食品
缶びん詰であって、商
品名に使用した食肉の
名称を表示していない
場合に限る。）

削除

「骨付」の用語

（その他の調理食品缶
びん詰であって、骨付
きの食肉を使用したも
のに限る。）

削除

固形量又は内容量に対
する食肉、臓器、可食
部分及び家きん卵並び
にそれらの加工品の重
量の割合

（食肉野菜煮缶びん詰
及びその他の調理食品
缶びん詰であって固形
量又は内容量に対する
食肉、臓器、可食部分
及び家きん卵並びにそ
れらの加工品の重量の
割合が10%以上のもの
に限る。）

削除
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要望案 現行

〇表示の様式等（別表第20） 〇表示の様式等（別表第20）

◇別表第20（表示の様式等）
別表第19の内容を踏まえて修正

表示事項 表示の方法

備考
別記様式一の
備考の規定に
よるほか、使
用上の注意を
一括して表示
することが困
難な場合には、
使用上の注意
の欄に表示箇
所を表示すれ
ば、他の箇所
に表示するこ
とができる。

第８条各号（第３号を除く。）の規
定によるほか、次に定めるところに
よる。
一 食肉の名称は、商品名の表示さ
れている箇所に近接した箇所に商
品名の高さの２分の１以上の高さ
であって、かつ、JISZ8305に定め
る９ポイントの活字以上の大きさ
の統一のとれた文字で表示する。
二 「骨付」の用語は、商品名の表
示されている箇所に近接した箇所
に、商品名の高さの２分の１以上
の高さであって、かつ、JISZ8305
に定める９ポイントの活字以上の
大きさの統一のとれた文字で表示
する。
三 固形量又は内容量に対する食肉、
臓器、可食部及び家きん卵並びに
それらの加工品の重量の割合は、
商品名の表示されている箇所に近
接した箇所に、商品名の高さの２
分の１以上の高さであって、かつ、
JISZ8305に定める９ポイントの活

字以上の大きさの統一のとれた文
字で表示する。

表示事項 表示の方法

備考
別記様式一の
備考の規定に
よるほか、使
用上の注意を
一括して表示
することが困
難な場合には、
使用上の注意
の欄に表示箇
所を表示すれ
ば、他の箇所
に表示するこ
とができる。

削除
名称
原材料名
添加物
原料原産地名
固形量
内容総量
内容量
賞味期限
保存方法
使用上の注意
原産国名
製造者

名称
原材料名
添加物
原料原産地名
内容個数
固形量
内容総量
内容量
賞味期限
保存方法
使用上の注意
原産国名
製造者
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◇別表第22（表示禁止事項）
景品表示法の規定に従い対応すべきものであるため廃止

要望案 現行

〇表示禁止事項（別表第22）

削除

〇表示禁止事項（別表第22）

１食肉野菜煮缶詰又は食肉野菜煮瓶詰であって、食肉を２種類以上使用したものに
ついて、特定の種類の食肉を特に強調する用語
２カレー缶詰又はカレー瓶詰、シチュー缶詰又はシチュー瓶詰及びその他の調理食
品缶詰又はその他の調理食品瓶詰であって、原材料の一部の名称（含有率を%の単

位で、当該名称の表示の文字と同程度の大きさで付してある名称及び使用した食肉
の種類が同一種類である場合の当該同一種類の食肉の名称を除く。）を他の原材料
の名称に比べて特に強調する用語

現行

〇個別的表示事項（別表第19）

食品 表示事項 表示の方法

缶詰の食品 主要な原材料名 １ 主要原材料が三種類以上にわたる場合は、配合分量の多いものから順に三種類まで表示する。
２ 原則として、「主要原材料」の文字を冠する。
３ 原材料は、その種類名を表示する。
４ 名称その他表示から主要原材料が十分判断できるものにあっては、主要原材料名の表示を
省略することができる。
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・衛生事項に関する表示への要望

◇別表第19（個別の表示ルール：追加的な表示事項）
缶詰の食品の表示規定は横断的な表示ルールを優先し、廃止を要望する。



・直近5年間の生産量

ト
ン

主要品目の内訳（2023年）

４．レトルトパウチ食品の表示ルール見直しについて

※生産量は本会の生産実績調査に基づく。財務省の輸出入統
計上の分類でレトルトパウチ食品に該当するものがないため
輸入量は割愛する。

国内生産量
品目 数量（トン）

カレー 149,972
つゆ・たれ 59,481
料理用調味ソース 41,394
パスタソース 30,327

365,000

370,000

375,000

380,000

385,000

390,000

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

・表示ルールに関する経緯
1975年（S50年） レトルトパウチ食品の日本農林規格 制定

規格が品質基準と表示基準に分かれ、品質表示基準制度への移行準備
①一括表示事項（(1)品名、(2)原材料名、(3)内容量、(4)製造年月日、(5)調理方法 、(6)製造者又は販売
者（輸入者）の住所及び名称、輸入品の場合は原産国名）、②表示の方法、③その他の表示事項及びその表
示の方法、④表示禁止事項

1977年（S52年） レトルトパウチ食品品質表示基準 制定
一括表示事項（(1)品名、(2)原材料名、(3)殺菌方法、(4)内容量、(5)製造年月日、(6)調理方法、(7)製造
者又は販売者（輸入者）の住所及び名称、輸入品の場合は原産国名）

2000年（H12年） 加工食品品質表示基準 制定
（新）レトルトパウチ食品品質表示基準 制定

2004年（H16年） レトルトパウチ食品の日本農林規格 廃止

2015年（H27年） 食品表示基準 制定

・関連規格

◇JAS規格、CODEX規格 なし
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・「レトルト食品」のうち、
「レトルトパウチ食品」と「容器包装詰加圧加熱殺菌食品」の違い

・レトルトパウチ食品（食品表示基準：JAS法由来）

【定義】プラスチックフィルム若しくは金属はく又はこれらを多層に合わせたものを袋状その
他の形状に成型した容器（気密性及び遮光性を有するものに限る）に調整した食品を詰め、熱
溶融により密封し、加圧加熱殺菌したもの

※容器はプラスチック製で金属はくの入ったパウチ又成形容器のみが対象となる

・容器包装詰加圧加熱殺菌食品（食品、添加物の規格基準：食品衛生法）
（昭和52年2月18日厚生省告示第17号）

【定義】食品（清涼飲料水、食肉製品、鯨肉製品及び魚肉ねり製品を除く。）を気密性のある
容器包装に入れ、密封した後、加圧加熱殺菌したもの

※気密性のある容器包装とは

遮光性を有し、かつ、気体透過性のないものであること（缶、瓶を除く）。ただし、内容物が
油脂の変敗による品質の低下のおそれのない場合にあっては、この限りではない。

※内容物が油脂の変敗による品質の低下のおそれのない場合とは

①内容物が赤飯等ほとんど油脂を含んでいない食品である場合
②外包装等により遮光の措置及び容器包装内への酸素の透過を防止する措置が講じられている場合
③食品の流通が短期間に限定されている場合
（食品、添加物等の規格基準の一部改正について 昭和52年2月23日環食第52号）

→容器に遮光性がない場合でも、①〜③に該当するときは気密性のある容器包装にみなされる
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・「レトルトパウチ食品」と「容器包装詰加圧加熱殺菌食品」の製品例

52

どちらもレトルトカレーであるが、左はアルミパウチなので「レトルトパウチ食品」であ
り「容器包装詰加圧加熱殺菌食品」でもある。右は電子レンジ対応のアルミレスパウチな
ので「容器包装詰加圧加熱殺菌食品※」である。※化粧箱に入れて流通するため

アルミパウチ アルミレスパウチ（透明パウチ）

レトルトパウチ食品
容器包装詰加圧加熱殺菌食品

容器包装詰加圧加熱殺菌食品
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・表示例（赤線及び赤枠は「レトルトパウチ食品」の個別の表示ルール該当箇所）

◇まあぼ料理のもと
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◇ハンバーグステーキ



・業界の要望

◇別表第３（食品の定義）
レトルトパウチ食品の定義の見直し、生産量の少ない品目を除き修正して存続
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要望案 現行

〇定義 〇定義

用語 定義

レトルトパウチ食
品

プラスチックフィルム若しくは金属はく又はこれらを多層
に合わせたものを袋状その他の形状に成形した容器（気密
性及び遮光性（油脂の変敗による品質の低下の恐れのない
ものを除く）を有するものに限る。）に調製した食品を詰
め、熱溶融により密封し、加圧加熱殺菌したものをいう。

カレー この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、食肉鳥
卵、魚肉、肉様の組織を有する植物性たんぱく（以下この
表、別表第４及び別表第22のレトルトパウチ食品の項にお

いて「肉様植たん」という。）、たまねぎ、にんじん、ば
れいしょ等に、カレー粉、香辛料、小麦粉、食用油脂、食
塩等を加え、米飯等とともに食用に供するように調製した
ものであって、カレー粉特有の香味及び辛味を主な特徴と
するものを詰めたものをいう。

ハヤシ 削除

パスタソース この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、食肉鳥
卵、魚肉、肉様植たん、きのこ等に、たまねぎ、トマト、
乳、乳製品、食用油脂、香辛料、食塩等を加え、パスタと
ともに食用に供するように調製したものを詰めたものをい
う。

用語 定義

レトルトパウチ食
品

プラスチックフィルム若しくは金属はく又はこれらを多層
に合わせたものを袋状その他の形状に成形した容器（気密
性及び遮光性を有するものに限る。）に調製した食品を詰
め、熱溶融により密封し、加圧加熱殺菌したものをいう。

カレー この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、食肉鳥
卵、魚肉、肉様の組織を有する植物性たんぱく（以下この
表、別表第４及び別表第22のレトルトパウチ食品の項にお

いて「肉様植たん」という。）、たまねぎ、にんじん、ば
れいしょ等に、カレー粉、香辛料、小麦粉、食用油脂、食
塩等を加え、米飯にかけて食用に供するように調製したも
のであって、カレー粉特有の香味及び辛味を主な特徴とす
るものを詰めたものをいう。

ハヤシ この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、食肉鳥
卵、魚肉、肉様植たん、たまねぎ、にんじん等に、トマト
ペースト、小麦粉、食用油脂、食塩等を加え、米飯にかけ
て食用に供するように調製したものであって、トマト特有
の香味を主な特徴とするものを詰めたものをいう。

パスタソース この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、食肉鳥
卵、魚肉、肉様植たん、きのこ等に、たまねぎ、トマト、
乳、乳製品、食用油脂、香辛料、食塩等を加え、パスタに
かけて食用に供するように調製したものを詰めたものをい
う。



用語 定義

まあぼ料理のもと 削除

混ぜごはんのもと
類

この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、にんじん、ごぼう、
わらびその他の野菜、海藻類、食肉鳥卵、魚肉、肉様植たん、豆腐、油
揚げ、こんにゃく等に、しょうゆ、食用油脂、砂糖類、食塩、香辛料等
を加え、米又は麦を炊飯したもの又はしていないものとともに調理して
食用に供するように調製したものを詰めたものをいう。

どんぶりのもと 削除

シチュー 削除

スープ この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、食肉鳥
卵、魚肉、たまねぎ、しいたけその他の野菜等の煮出汁若
しくはこれをこしたもの又はこれらに穀粉、でん粉、果実
ピューレー、乳、乳製品等を加えて濃厚にしたものに、食
肉鳥卵、魚肉、肉様植たん、きのこ、パスタ等のうきみ
（スープに浮かせるものに限る）もしくは具を加え又は加
えないで、砂糖類、食用油脂、食塩、香辛料等を加えて調
製したものを詰めたものをいう。

和風汁物 削除

米飯類 この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、米、麦
等に、食肉鳥卵、魚肉、肉様植たん、しいたけ、にんじん、
小豆その他の野菜、油揚げ、しょうゆ、食用油脂、砂糖類、
食塩等を加え又は加えないで調製したもの（これにそうざ
いを添えたものを含む。）を詰めたものをいう。

ぜんざい 削除

用語 定義

まあぼ料理のもと この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、食肉を
ひき肉にしたもの及びたまねぎ、ねぎ、しょうが等をみじ
ん切りにしたもの又はこれらに魚肉を細切し若しくはすり
つぶしたもの、臓器及び可食部分をひき肉し若しくは細切
したもの若しくは肉様植たんを加えたもの（魚肉、臓器及
び可食部分又は肉様植たんの使用量がそれぞれ食肉の使用
量を超えないものに限る。）に、赤唐辛子みそ、でん粉、
食用油脂、しょうゆ、香辛料、砂糖類、食塩等を加え、豆
腐、なす等とともに調理して食用に供するように調製した
ものであって、赤唐辛子みそ特有の香味及び辛味を主な特
徴とするものを詰めたものをいう。

混ぜごはんのもと
類

この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、にんじん、ごぼう、
わらびその他の野菜、海藻類、食肉鳥卵、魚肉、肉様植たん、豆腐、油
揚げ、こんにゃく等に、しょうゆ、食用油脂、砂糖類、食塩、香辛料等
を加え、米又は麦を炊飯したもの又はしていないものとともに調理して
食用に供するように調製したものを詰めたものをいう。

どんぶりのもと この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、食肉鳥
卵、魚肉、肉様植たん、たまねぎ、しいたけその他の野菜、
海藻類、油揚げ、しらたき等に、しょうゆ、砂糖類、みり
ん、酒、食塩、香辛料等を加え、米飯にのせて食用に供す
るように調製したものを詰めたものをいう。

シチュー この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、食肉鳥
卵、魚肉、たまねぎ、にんじん、ばれいしょ等を大切りし
たものに、小麦粉、食用油脂、乳、乳製品、肉様植たん、
トマトペースト、香辛料、食塩等を加えて調製したものを
詰めたものをいう。

スープ この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、食肉鳥
卵、魚肉、たまねぎ、しいたけその他の野菜等の煮出汁若
しくはこれをこしたもの又はこれらに穀粉、でん粉、果実
ピューレー、乳、乳製品等を加えて濃厚にしたものに、食
肉鳥卵、魚肉、肉様植たん、きのこ、パスタ等のうきみを
加え又は加えないで、砂糖類、食用油脂、食塩、香辛料等
を加えて調製したものを詰めたものをいう。

和風汁物 この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、しょう
ゆ、みそ、酒かす、食塩、香辛料等で調製した汁に、だい
こん、にんじん、ごぼう、しいたけその他の野菜、海藻類、
食肉鳥卵、魚肉、肉様植たん、豆腐、油揚げ、こんにゃく、
ふ等を加えて調製したものを詰めたものをいう。

米飯類 この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、米、麦
等に、食肉鳥卵、魚肉、肉様植たん、しいたけ、にんじん、
小豆その他の野菜、油揚げ、しょうゆ、食用油脂、砂糖類、
食塩等を加え又は加えないで調製したもの（これにそうざ
いを添えたものを含む。）を詰めたものをいう。

ぜんざい この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、小豆に
砂糖類、食塩等を加え、半流動状に煮詰めたものを詰めた
ものをいう。
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用語 定義

ハンバーグステー
キ

この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、家畜、家兎若しくは
家きんの肉をひき肉したもの又はこれに魚肉を細切し若しくはすりつぶ
したもの若しくは臓器及び可食部分（家畜、家兎又は家きんのものに限
る。）をひき肉し若しくは細切したもの若しくは肉様植たんを加えたも

の（魚肉、臓器及び可食部分又は肉様植たんの使用量がそれぞれ家畜、
家兎又は家きんの肉の使用量を超えないものに限る。）に、たまねぎそ
の他の野菜、つなぎ、調味料、香辛料等を加え又は加えないで練り合わ
せた後、だ円形状等に成形し、食用油脂で揚げ、ばい焼し又は蒸煮した
もの（これにソース（動植物の抽出濃縮物、トマトペースト、果実
ピューレー、食塩、砂糖類、香辛料等で調製した調味液をいう。以下こ
の表、別表第４及び別表第19のレトルトパウチ食品の項においてのレト

ルトパウチ食品の項において同じ。）を加えたものを含む。）を詰めた
ものをいう。

ミートボール この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、家畜、家兎若しくは
家きんの肉をひき肉したもの又はこれに魚肉を細切し若しくはすりつぶ
したもの若しくは臓器及び可食部分（家畜、家兎又は家きんのものに限
る。）をひき肉し若しくは細切したもの若しくは肉様植たんを加えたも
の（魚肉、臓器及び可食部分又は肉様植たんの使用量がそれぞれ家畜、
家兎又は家きんの肉の使用量を超えないものに限る。）に、たまねぎそ
の他の野菜、つなぎ、調味料、香辛料等を加え又は加えないで練り合わ
せた後、球状に成形し、食用油脂で揚げ、ばい焼し又は蒸煮したもの
（これにソースを加えたものを含む。）を詰めたものをいう。

食肉味付 削除

食肉油漬け 削除

魚肉味付 削除

魚肉油漬け 削除

食肉鳥卵 食肉、臓器及び可食部分並びに家きんの卵をいう。
食肉 食用に供される獣鳥（海獣を除く。）の肉（骨付肉を含

む。）をいう。
家畜 牛、豚、馬、めん羊及び山羊をいう。
臓器及び可食部分 食用に供される獣鳥（海獣を除く。）の肝臓、じん臓、心

臓、肺臓、ひ臓、胃、腸、食道、脳、耳、鼻、皮、舌、尾、
横隔膜、血液及び脂肪層をいう。

魚肉 食用に供される魚、鯨、えび、貝類その他の水産動物の肉
をいう。

つなぎ パン粉、小麦粉、粉末状植物性たんぱく等で、食肉をひき
肉したもの等に加えるものをいう。

用語 定義

ハンバーグステー
キ

この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、家畜、家兎若しくは
家きんの肉をひき肉したもの又はこれに魚肉を細切し若しくはすりつぶ
したもの若しくは臓器及び可食部分（家畜、家兎又は家きんのものに限
る。）をひき肉し若しくは細切したもの若しくは肉様植たんを加えたも

の（魚肉、臓器及び可食部分又は肉様植たんの使用量がそれぞれ家畜、
家兎又は家きんの肉の使用量を超えないものに限る。）に、たまねぎそ
の他の野菜、つなぎ、調味料、香辛料等を加え又は加えないで練り合わ
せた後、だ円形状等に成形し、食用油脂で揚げ、ばい焼し又は蒸煮した
もの（これにソース（動植物の抽出濃縮物、トマトペースト、果実
ピューレー、食塩、砂糖類、香辛料等で調製した調味液をいう。以下こ
の表、別表第４及び別表第19のレトルトパウチ食品の項においてのレト

ルトパウチ食品の項において同じ。）を加えたものを含む。）を詰めた
ものをいう。

ミートボール この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、家畜、家兎若しくは
家きんの肉をひき肉したもの又はこれに魚肉を細切し若しくはすりつぶ
したもの若しくは臓器及び可食部分（家畜、家兎又は家きんのものに限
る。）をひき肉し若しくは細切したもの若しくは肉様植たんを加えたも
の（魚肉、臓器及び可食部分又は肉様植たんの使用量がそれぞれ家畜、
家兎又は家きんの肉の使用量を超えないものに限る。）に、たまねぎそ
の他の野菜、つなぎ、調味料、香辛料等を加え又は加えないで練り合わ
せた後、球状に成形し、食用油脂で揚げ、ばい焼し又は蒸煮したもの
（これにソースを加えたものを含む。）を詰めたものをいう。

食肉味付 この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、食肉又
は臓器及び可食部分に、しょうゆ、砂糖類、食塩その他の
調味料、香辛料等を加え調製したものを詰めたものをいう。

食肉油漬け この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、食肉に
食用油脂を加え、食塩、香辛料等を加え又は加えないで調
製したものを詰めたものをいう。

魚肉味付 この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、魚肉に
しょうゆ、砂糖類、食塩その他の調味料、香辛料等を加え
調製したものを詰めたものをいう。

魚肉油漬け この表の中欄に掲げるレトルトパウチ食品のうち、魚肉に
食用油脂を加え、食塩、香辛料等を加え又は加えないで調
製したものを詰めたものをいう。

食肉鳥卵 食肉、臓器及び可食部分並びに家きんの卵をいう。
食肉 食用に供される獣鳥（海獣を除く。）の肉（骨付肉を含

む。）をいう。
家畜 牛、豚、馬、めん羊及び山羊をいう。
臓器及び可食部分 食用に供される獣鳥（海獣を除く。）の肝臓、じん臓、心

臓、肺臓、ひ臓、胃、腸、食道、脳、耳、鼻、皮、舌、尾、
横隔膜、血液及び脂肪層をいう。

魚肉 食用に供される魚、鯨、えび、貝類その他の水産動物の肉
をいう。

つなぎ パン粉、小麦粉、粉末状植物性たんぱく等で、食肉をひき
肉したもの等に加えるものをいう。
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要望案 現行

〇横断的表示事項（別表第4） 〇横断的表示事項（別表第4）

◇別表第４（個別の表示ルール：名称、原材料名、添加物、内容量）
原材料名の香辛料のまとめ書き、内容量を存続、その他は廃止

表示事項 表示の方法

名称 削除

表示事項 表示の方法

名称 次に定めるところにより表示する。
一 カレー
「カレー」（野菜を原材料として使用したカレーであって、食
肉鳥んぱく食品卵及びその加工品並びに魚肉を使用していない
ものにあっては、「野菜カレー」）と表示する。
二 ハヤシ、ぜんざい、ハンバーグステーキ及びミートボール
ハヤシにあっては「ハヤシ」と、ぜんざいにあっては「ぜんざ
い」 と、ハンバーグステーキにあっては「ハンバーグステー
キ」又は「ハンバーグ」と、ミートボールにあっては「ミート
ボール」と表示する。
三 パスタソース
「パスタソース」と表示する。ただし、食肉を原材料として使
用したものであって臓器及び可食部分、魚肉並びに肉様植たん
を使用していないものにあっては、「ミートソース」と表示す
る。
四 まあぼ料理のもと
「まあぼ料理のもと」と表示する。ただし、豆腐又はなすととも
に調理して食用に供するように調製したものにあっては、それぞ
れ「まあぼ豆腐のもと」又は「まあぼなすのもと」と表示する。
五 混ぜごはんのもと類
米又は麦を炊飯したものに混ぜて食用に供するように調製した
ものにあっては「まぜごはんのもと」と、米又は麦とともに炊
飯して食用に供するように調製したものにあっては「たきこみ
ごはんのもと」と、米又は麦を炊飯したものとともにいためて
食用に供するように調製したものにあっては「いためごはんの
もと」と表示する。ただし、「まぜごはんのもと」、「たきこ
みごはんのもと」又は「いためごはんのもと」の文字の次に、
括弧を付して、「五目ずしのもと」、「かまめしのもと」、
「チャーハンのもと」等と製品の一般的な名称を表示すること
ができる。
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表示事項 表示の方法

名称 削除

表示事項 表示の方法

名称 六 どんぶりもののもと
牛どんのもと（牛肉を原材料として使用したものであって、そ
れ以外の食肉、臓器及び可食部分並びに肉様植たんを使用して
いないものをいう。以下レトルトパウチ食品の項において同
じ。）にあっては「牛どんのもと」と、それ以外のものにあっ
ては「どんぶりもののもと」と表示する。ただし、牛どんのも
と以外のものにあっては、「どんぶりもののもと」の文字の次
に、括弧を付して、「親子どんぶりのもと」、「かつどんのも
と」等と製品の一般的な名称を表示することができる。
七 シチュー
「シチュー」と表示する。ただし、クリームシチューにあって
は、「クリームシチュー」と表示する。
八 スープ
「スープ」と表示する。ただし、「スープ」の文字の次に、括
弧を付して、「コンソメ」、「ポタージュ」等と製品の一般的
な名称を表示することができる。
九 和風汁物
「和風汁物」と表示する。ただし、「和風汁物」の文字の次に、
括弧を付して、「かす汁」、「みそ汁」等と製品の一般的な名
称を表示することができる。
十 米飯類
イ 「米飯類」と表示する。ただし、「米飯類」の文字の次に、
括弧を付して、「赤飯」、「五目ごはん」、「かゆ」、「ぞう
すい」等と製品の一般的な名称を表示することができる。
ロ イの規定にかかわらず、そうざいを添えたものにあっては、
「べんとう」と表示する。
十一 食肉味付
イ 使用した食肉等（食肉並びに臓器及び可食部分をいう。以下
レトルトパウチ食品（植物性たんぱく食品（コンビーフスタイ
ル）を除く。）の項において同じ。）の名称の次に「味付」と
表示する。ただし、「味付」の文字の次に、括弧を付して、
「しょうゆ味」、「みそ味」等とその味付けを表す一般的な名
称を表示することができる。
ロ 家きんの肉又は臓器及び可食部分をばい焼したものにあって
は、「やきとり」と表示する。ただし、「やきとり」の文字の
次に、括弧を付して、「しょうゆ味」、「塩味」等とその味付
けを表す一般的な名称を表示することができる。
ハ 食肉等の名称は、「牛肉」、「豚肉」、「鶏肝臓」等とその
最も一般的な名称をもって表示する。ただし、臓器及び可食部
分の名称は、個別の「〇〇肝臓」等の臓器及び可食部分の名称
に代えて、「〇〇もつ」と表示することができる。
ニ 小肉片、ほぐし肉、ひき肉又は骨付の食肉を使用したものに
あっては、イの「味付」の文字の次に「・」を付して、「小肉
片」、「ほぐし肉」、「ひき肉」又は「骨付」と表示する。
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表示事項 表示の方法

名称 削除

原材料名 使用した原材料にあっては、次に定めるところにより表示する。
一 「牛肉」、「牛舌」、「豚肝臓」、「鶏卵」、「まぐろ」、
「えび」、「粒状植物性たん白」、「たまねぎ」、「にんじ
ん」、「ばれいしょ」、「マッシュルーム」、「りんご」、
「米」、「麦」、「小豆」、「チーズ」、「油揚げ」、「牛
乳」、「パン粉」、「小麦粉」、「でん粉」、「トマトペース
ト」、「牛肉エキス」、「ウスターソース」、「しょうゆ」、
「みりん」、「綿実油」、「カレー粉」、「こしょう」、「食
塩」等とその最も一般的な名称をもって、原材料に占める重量
の割合の高いものから順に表示する。ただし、こしょうその他
の香辛料にあっては、「香辛料」と表示することができる。

表示事項 表示の方法

名称 十二 食肉油漬け
イ 使用した食肉の名称の次に「油漬」と表示する。ただし、小
肉片、ほぐし肉、ひき肉又は骨付の食肉を使用したものにあっ
ては、「油漬」の文字の次に「・」を付して、「小肉片」、
「ほぐし肉」、「ひき肉」又は「骨付」と表示する。
ロ 食肉の名称は、「牛肉」、「豚肉」、「鶏肉」等とその最も
一般的な名称をもって表示する。
十三 魚肉味付及び魚肉油漬け
イ 使用した魚肉の名称の次に「味付」又は「油漬」と表示する。
ただし、「味付」の文字の次に、括弧を付して、「しょうゆ
味」、「トマト味」等とその味付けを表す一般的な名称を表示
することができる。
ロ 魚肉味付のうち、ばい焼したものにあっては、イの規定にか
かわらず、「てり焼」又は「かば焼」と表示することができる。
ハ 魚肉の名称は、「まぐろ」、「かつお」、「さば」、「うな
ぎ」等とその最も一般的な名称をもって表示する。
ニ 小肉片又は砕き肉を詰めたものにあっては、イの「味付」又
は「油漬」の文字の次に「・」を付して、「小肉片」又は「砕
き肉」と表示すること。ただし、小肉片にあっては「チャンク」
と、砕き肉にあっては「フレーク」と表示することができる。
十四 一から十三までに掲げるもの以外のもの
その内容物を識別できる最も一般的な名称をもって表示する。

原材料名 使用した原材料を、次の一から三までの区分により、一から三ま
での順に、それぞれ一から三までに定めるところにより表示する。
一 使用した原材料にあっては、次に定めるところにより表示する。
イ 「牛肉」、「牛舌」、「豚肝臓」、「鶏卵」、「まぐろ」、
「えび」、「粒状植物性たん白」、「たまねぎ」、「にんじ
ん」、「ばれいしょ」、「マッシュルーム」、「りんご」、
「米」、「麦」、「小豆」、「チーズ」、「油揚げ」、「牛
乳」、「パン粉」、「小麦粉」、「でん粉」、「トマトペース
ト」、「牛肉エキス」、「ウスターソース」、「しょうゆ」、
「みりん」、「綿実油」、「カレー粉」、「こしょう」、「食
塩」等とその最も一般的な名称をもって、原材料に占める重量
の割合の高いものから順に表示する。ただし、こしょうその他
の香辛料にあっては、「香辛料」と表示することができる。
ロ 砂糖類にあっては、「砂糖」、「水あめ」、「ぶどう糖」、
「ぶどう糖果糖液糖」、「果糖ぶどう糖液糖」、「高果糖液
糖」等とその最も一般的な名称をもって表示し、砂糖混合ぶど
う糖果糖液糖にあっては「砂糖・ぶどう糖果糖液糖」と、砂糖
混合果糖ぶどう糖液糖にあっては「砂糖・果糖ぶどう糖液糖」
と、砂糖混合高果糖液糖にあっては「砂糖・高果糖液糖」と表
示する。ただし、ぶどう糖果糖液糖、果糖ぶどう糖液糖及び高
果糖液糖にあっては「異性化液糖」と、砂糖混合ぶどう糖果糖
液糖、砂糖混合果糖ぶどう糖液糖及び砂糖混合高果糖液糖に
あっては「砂糖・異性化液糖」と表示することができる。 60



表示事項 表示の方法

原材料名 削除

添加物 削除

内容量 第３条第１項の表の内容量又は固形量及び内容総量の項に定める
ほか、ソースを加えたものにあっては、内容重量及びソースを除
いた固形量をグラム又はキログラムの単位で、単位を明記して表
示する。

表示事項 表示の方法

原材料名 ハ 食肉油漬け又は魚肉油漬けであって、使用する砂糖類が２種
類以上であり、その砂糖類の合計重量が調味液の重量の100分の
1に満たない場合には、ロの規定にかかわらず、「砂糖類」又は
「糖類」と表示することができる。
ニ 使用した食肉等、魚肉、野菜若しくは果実又はつなぎが二種
類以上である場合は、イの規定にかかわらず、「食肉等」（食
肉のみを使用した場合は、「食肉」）、「魚肉」、「野菜・果
実」（野菜のみを使用した場合は「野菜」、果実のみを使用し
た場合は「果実」）又は「つなぎ」の文字の次に括弧を付して、
それぞれ「牛肉、豚肉、牛肝臓」、「まぐろ、たら、あさり」、
「たまねぎ、にんじん、りんご」、「パン粉、でん粉」等と、
原材料に占める重量の割合の高いものから順に表示する。
ホ 使用した肉様植たんが２種類以上である場合は、イの規定に
かかわらず、「粒状・繊維状植物性たん白」、「繊維状・粒状
植物性たん白」と、原材料に占める重量の割合の高いものから
順に表示する。
二 スープであって、うきみを加えた場合におけるうきみの原材
料は、一の規定にかかわらず、「うきみ」の文字の次に括弧を
付して、「鶏肉、えび、粒状植物性たん白、マッシュルーム、
バーミセリー」等とその最も一般的な名称をもって、原材料に
占める重量の割合の高いものから順に表示する。
三 ハンバーグステーキ又はミートボールであって、ソースを加
えた場合におけるソースの原材料は、一の規定にかかわらず、
「ソース」の文字の次に括弧を付して、「牛肉エキス、トマト
ペースト、りんごピューレー、ウスターソース、食塩、砂糖、
こしょう」等とその最も一般的な名称をもって、原材料に占め
る重量の割合の高いものから順に表示する。ただし、こしょう
その他の香辛料にあっては、「香辛料」と表示することができる。

添加物 次に定めるところにより表示する。
一 使用した添加物を、ソースの原材料以外の原材料に添加した
ものにあってはソースの原材料以外の原材料名の表示に併記して、
ソースの原材料に添加したものにあってはソースの原材料名の表
示に併記して、それぞれ添加物に占める重量の割合の高いものか
ら順に、第３条第１項の表の添加物の項の規定に従い表示する。
二 一の規定にかかわらず、添加物を、ソースの原材料以外の原
材料に添加したもの及びソースの原材料に添加したものに区分し
て、ソースの原材料に添加したものにあっては「ソース」の文字
に括弧を付して、原材料名に併記しないで表示することができる。

内容量 第３条第１項の表の内容量又は固形量及び内容総量の項に定める
ほか、ソースを加えたものにあっては、内容重量及びソースを除
いた固形量をグラム又はキログラムの単位で、単位を明記して表
示する。
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要望案 現行

〇個別的表示事項（別表第19）

削除（表）

〇個別的表示事項（別表第19）

（表）

◇別表第19（個別の表示ルール：追加的な表示事項）
すべて廃止

表示事項 表示の方法

レトルトパウチ食品である旨 レトルトパウチ食品である旨を表示する。

調理方法

（調理しないもの（単に温めるもの
を含む。）以外のものに限る。）

食品の特性に応じて表示する。

内容量

（調理しないもの（単に温めるもの
を含む。）以外のものに限る。）

「〇人前」と表示する。

食肉等若しくはその加工品又は魚肉
の含有率

（右表の左欄に掲げるものを使用し
た場合において、その重量の原材料
及び添加物（ハンバーグステーキ及
びミートボールのうち、ソースを加
えたものにあっては、ソースを除
く。）の重量に占める割合が、同表
の右欄に掲げる割合に満たないとき
に限る。）

%の単位で、単位を明記したその含有率
を表示する。

表示事項 表示の方法

レトルトパウチ食品である旨 削除

調理方法

（調理しないもの（単に温めるもの
を含む。）以外のものに限る。）

削除

内容量

（調理しないもの（単に温めるもの
を含む。）以外のものに限る。）

削除

食肉等若しくはその加工品又は魚肉
の含有率

（右表の左欄に掲げるものを使用し
た場合において、その重量の原材料
及び添加物（ハンバーグステーキ及
びミートボールのうち、ソースを加
えたものにあっては、ソースを除
く。）の重量に占める割合が、同表
の右欄に掲げる割合に満たないとき
に限る。）

削除

名称 原材料名 割合

カレー及びハヤシ
食肉等若しくはその加工
品又は魚肉

3%（ハヤシにあっては
４%）

パスタソース 食肉又は魚肉 6%

まあぼ料理のもと 食肉 6%

牛どんのもと 牛肉 20%

シチュー
食肉等若しくはその加工
品又は魚肉

6%（クリームシチュー
にあっては3%）

ハンバーグステーキ及び
ミートボール

食肉 40%
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要望案 現行

〇表示の様式等（別表第20） 〇表示の様式等（別表第20）

◇別表第20（表示の様式等）
別表第19の内容を踏まえて廃止

表示事項 表示の方法

備考

別記様式１の
備考の規定に
よるほか、添
加物を原材料
名に併記しな
いで表示する
場合にあって
は、原材料名
の事項の下に
添加物の事項
を表示する。

第８条各号（第３号を除く。）の規
定によるほか、次に定めるところに
よる。

一 レトルトパウチ食品である旨は、
容器包装の見やすい箇所に、
JISZ8305に定める８ポイント（表
示可能面積がおおむね150平方セン

チメートル以下のものにあっては、
６ポイント）の活字以上の大きさの
統一のとれた文字で表示する。

二 調理方法は、容器包装の見やす
い箇所に、JISZ8305に定める８ポ

イント（表示可能面積がおおむね
150平方センチメートル以下のもの

にあっては、６ポイント）の活字以
上の大きさの統一のとれた文字で表
示する。

三 内容量（「○人前」）は、容器
包装の見やすい箇所に、JISZ8305

に定める８ポイント（表示可能面積
がおおむね150平方センチメートル

以下のものにあっては、６ポイン
ト）の活字以上の大きさの統一のと
れた文字で表示する。

四 食肉等若しくはその加工品又は
魚肉の含有率は、容器包装の見やす
い箇所に、JISZ8305に定める８ポ

イント（表示可能面積がおおむね
150平方センチメートル以下のもの

にあっては、６ポイント）の活字以
上の大きさの統一のとれた文字で表
示する。

表示事項 表示の方法

削除 削除
削除 名称

原材料名
原料原産地名
内容量
賞味期限
保存方法
原産国名
製造者
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要望案 現行

〇表示禁止事項（別表第22）

１ 削除

１ 肉様植たんを使用したものについて、原材料の全てが食肉等又は魚肉であるか
のように誤認させる用語
３ 削除

削除（表）

４ 削除

５ 削除

６ 削除
７ 削除

〇表示禁止事項（別表第22）

１ ２種類以上の食肉等若しくはその加工品又は魚肉を使用したものについて、当該
食肉等若しくはその加工品又は魚肉のうち特定の種類のものを特に強調する用語
２ 肉様植たんを使用したものについて、原材料の全てが食肉等又は魚肉であるか
のように誤認させる用語
３ 次の表の上欄に掲げるものにあっては、同表の中欄に掲げる原材料のうち、そ
の重量の割合が同表の下欄の割合に満たない種類のものを特に強調する用語。た
だし、当該原材料の重量の全ての原材料及び添加物の重量に占める割合を表示す
る場合は、この限りでない。

（表）

４ 米飯類にあっては、使用した鶏肉又は牛肉の重量の原材料及び添加物の重量に
占める割合がそれぞれ４%又は６%未満のものについて、鶏肉又は牛肉を含む旨の用

語。ただし、当該原材料の重量の全ての原材料及び添加物の重量に占める割合を表
示する場合は、この限りでない。

５ 食肉等及びその加工品、魚肉並びに肉様植たん以外の原材料の一部を誇大に表
示する用語
６ 「純」、「純正」その他純粋であることを示す用語

７ 「天然」、「自然」及び「完全」の用語

◇別表第22（表示禁止事項）
一部の規定を存続、その他は景品表示法の規定に従い対応すべきものであるため廃止

名称 原材料名 割合

混ぜごはんの
もと類及び

どんぶりもの
のもと

食肉鳥卵又は魚肉 原材料及び添加物に対し10％
野菜又は果実
（まつたけ及びくりを除く。）

原材料及び添加物に対し30％

まつたけ 原材料及び添加物に対し10％

くり 原材料及び添加物に対し50％

スープ 食肉等又は魚肉 原材料及び添加物に対し5％

野菜又は果実 使用した野菜及び果実の合計
重量に対し50％

和風汁物 食肉等又は魚肉 原材料及び添加物に対し3％
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現行

〇個別的表示事項（別表第19）

・衛生事項に関する表示への要望

◇別表第19（個別の表示ルール：追加的な表示事項）
レトルトパウチ食品で食品衛生法上の容器包装詰加圧加熱殺菌食品に該当するものは、
「殺菌方法」の表示義務がある。
また、レトルトパウチ食品で食品衛生法上の食肉製品に該当するものは、「殺菌方法」、
「加熱食肉製品である旨」、「容器包装に入れた後加熱殺菌したもの」の表示義務がある。
レトルトパウチ食品は、気密性及び遮光性のある容器に食品を密封し加圧加熱殺菌して
いるため、容器包装詰加圧加熱殺菌食品の表示事項ならびに食肉製品の表示事項に関して、
缶詰・瓶詰と同様に表示が省略できるよう省略規定の拡大を要望する。

食品 表示事項 表示の方法

容器包装詰加圧加
熱殺菌食品

食品を気密性のある容器包装に入れ、密封した後、加圧加
熱殺菌した旨（缶詰又は瓶詰の食品、清涼飲料水、食肉製
品、鯨肉製品及び魚肉練り製品を除く。）

「気密性容器に密封し加圧加熱殺菌」等食品を気密性のある容器包装に入れ、
密封した後、加圧加熱殺菌した旨を示す文言を表示する。

食肉製品（食品衛
生法施行令第十三
条に規定するもの
に限る。以下この
表において同
じ。）

殺菌方法（気密性のある容器包装に充てんした後、その中
心部の温度を摂氏百二十度で四分間加熱する方法又はこれ
と同等以上の効力を有する方法により殺菌したもの（缶詰
又は瓶詰のものを除く。）に限る。）

殺菌温度及び殺菌時間を表示する。

加熱食肉製品である旨（加熱食肉製品（乾燥食肉製品、非
加熱食肉製品及び特定加熱食肉製品以外の食肉製品をい
う。）に限る。）

「加熱食肉製品」の文字等加熱食肉製品である旨を示す文字を表示する。

容器包装に入れた後加熱殺菌したものか、加熱殺菌した後
容器包装に入れたものかの別（加熱食肉製品に限る。）

「包装後加熱」の文字又は「加熱後包装」の文字等容器包装に入れた後加熱殺
菌したものか、加熱殺菌した後容器包装に入れたものかの別を表示する。

65



・衛生事項に関する表示例（赤線は「容器包装詰加圧加熱殺菌食品」の個別の表示ルール該当箇所）
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◇レトルトパウチ食品



・衛生事項に関する表示例（赤線は「食肉製品」の個別の表示ルール該当箇所）
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◇レトルト食品（表示例の製品は現行のレトルトパウチ食品には該当しません）



魚肉ハム・魚肉ソーセージについて

マグロを使用した
プレスハム様製品

の試作

1935年 1938年

魚肉ハム
商業生産

1947年 1949年

魚肉ｿｰｾｰｼﾞ
試作

1952年

魚肉ｿｰｾｰｼﾞ
商業生産

第二次世界大戦
より製造休止

1974年

防腐剤（AF-2）の使用禁止
製造方法の大幅変更

①レトルト殺菌、②pHもしく
はAwの調整、③冷蔵流通
のいずれかに切り替え

・歴史

魚肉ハム
生産再開

1960年代
原料がマグロから
冷凍すり身へ

・魚肉ハム、魚肉ソーセージ生産量の推移

1972年に国内生産量がピークを迎える（18万トン）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

1955年 1960年 1965年 1970年 1975年 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

ト
ン
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・製造工程

◇魚肉ソーセージ
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充填

●原料となる冷凍すり身は、
解凍してサイレントカッターで
練り肉にされます

練り合わせ

●ケーシングフィルムで自動
充填（袋詰め）して、両端を金
属で結びます。

レトルト殺菌

●レトルト殺菌器で120℃4
分間加熱して殺菌されます。

ピンホール検査

●包んだフィルムに異常がな
いかなど、ピンホールテス
ターなどでチェックされます。

自動包装

●製品名、内容表示、賞味期
限など、所定の記載事項が印
刷された包装紙で自動包装し
て保管出荷されます。

梱包出荷



・直近5年間の生産量

ト
ン

品目の内訳（2023年）

５．魚肉ハム及び魚肉ソーセージの表示ルール見直しについて

0
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20000
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40000

50000

60000

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

魚肉ハム 魚肉ソーセージ

国内生産量
品目 数量（トン）

普通魚肉ソーセージ 42,200
特種魚肉ソーセージ 2,527
魚肉ハム 1,088

※生産量は本会の生産実績調査に基づく。財務省の輸出入統
計上の分類で魚肉ハム・魚肉ソーセージに該当するものがな
いため輸入量は割愛する。

・表示ルールに関する経緯
1962年（S37年） 魚肉ハム、魚肉ソーセージの日本農林規格 制定

規格の事項に「標示」が設けられた
①製造年月日（略号）、②製造者又は販売者の住所及び名称、⑧文字、絵その他の表示の規制

1971年（S46年） 魚肉ハム及び魚肉ソーセージ品質表示基準 制定
一括表示事項（(1)品名、(2)原材料名、(3)内容量、(4)製造年月日、(5)製造業者等（輸入品にあっては輸
入者）

2000年（H12年） 加工食品品質表示基準 制定
（新）魚肉ハム及び魚肉ソーセージ品質表示基準 制定

2002年（H14年） 魚肉ハム、魚肉ソーセージの日本農林規格 廃止

2015年（H27年） 食品表示基準 制定

・関連規格

◇JAS規格、CODEX規格 なし
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・表示例（青線は「魚肉ハム及び魚肉ソーセージ」の個別の表示ルール該当箇所）

◇魚肉ハム
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◇普通魚肉ソーセージ
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◇特種魚肉ソーセージ
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◇特種魚肉ソーセージ（ハンバーグ風特種魚肉ソーセージ）



・業界の要望

◇別表第３（食品の定義）
修正して存続

要望案 現行

〇定義 〇定義

用語 定義

魚肉ハム 次に掲げるもの（食料缶詰、食料瓶詰及びレトルトパウチ
食品に該当しないものに限る。）をいう。

一 魚肉（鯨その他魚以外の水産動物の肉を含む。以下こ
の表及び別表第四の魚肉ハム及び魚肉ソーセージの項に
おいて同じ。）の肉片を塩漬けしたもの（以下魚肉ハム
及び魚肉ソーセージの項において「魚肉の肉片」とい
う。）又はこれに食肉（豚肉、牛肉、めん羊肉又は家き
ん肉をいう。以下同じ。）の肉片を塩漬けしたもの、肉
様の組織を有する植物性たんぱく（以下この表及び別表
第四の魚肉ハム及び魚肉ソーセージの項において「肉様
植たん」という。）若しくは脂肪層（肉様植たん又は脂
肪層にあっては、それぞれ、おおむね五グラム以上のも
のに限る。）を混ぜ合わせたものにつなぎを加え若しく
は加えないで調味料及び香辛料で調味したもの又はこれ
に食用油脂、結着補強剤、酸化防止剤、保存料等を加え
て混ぜ合わせたものをケーシングに充てんし、加熱した
もの（魚肉の原材料及び添加物に占める重量の割合が五
十パーセントを超え、魚肉の肉片の原材料及び添加物に
占める重量の割合が十パーセント以上であり、つなぎの
原材料及び添加物に占める重量の割合が五十パーセント
未満であるものに限る。）

二 削除
魚肉ソーセージ 普通魚肉ソーセージ及び特種魚肉ソーセージをいう。

用語 定義

魚肉ハム 次に掲げるもの（食料缶詰、食料瓶詰及びレトルトパウチ
食品に該当しないものに限る。）をいう。

一 魚肉（鯨その他魚以外の水産動物の肉を含む。以下こ
の表及び別表第四の魚肉ハム及び魚肉ソーセージの項に
おいて同じ。）の肉片を塩漬けしたもの（以下魚肉ハム
及び魚肉ソーセージの項において「魚肉の肉片」とい
う。）又はこれに食肉（豚肉、牛肉、馬肉、めん羊肉、
山羊肉、家兎と肉又は家きん肉をいう。以下同じ。）の
肉片を塩漬けしたもの、肉様の組織を有する植物性たん
ぱく（以下この表及び別表第四の魚肉ハム及び魚肉ソー
セージの項において「肉様植たん」という。）若しくは
脂肪層（肉様植たん又は脂肪層にあっては、それぞれ、
おおむね五グラム以上のものに限る。）を混ぜ合わせた
ものにつなぎを加え若しくは加えないで調味料及び香辛
料で調味したもの又はこれに食用油脂、結着補強剤、酸
化防止剤、保存料等を加えて混ぜ合わせたものをケーシ
ングに充てんし、加熱したもの（魚肉の原材料及び添加
物に占める重量の割合が五十パーセントを超え、魚肉の
肉片の原材料及び添加物に占める重量の割合が二十パー
セント以上であり、つなぎの原材料及び添加物に占める
重量の割合が五十パーセント未満であり、かつ、植物性
たんぱくの原材料及び添加物に占める重量の割合が二十
パーセント以下であるものに限る。）

二 一をブロックに切断し、又は薄切りして包装したもの
魚肉ソーセージ 普通魚肉ソーセージ及び特種魚肉ソーセージをいう。
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用語 定義

普通魚肉ソーセー
ジ

次に掲げるもの（食料缶詰、食料瓶詰及びレトルトパウチ
食品に該当しないものに限る。）をいう。

一 魚肉をひき肉したもの若しくは魚肉をすり身にしたも
の又はこれに食肉をひき肉したものを加えたものを調味料
及び香辛料で調味し、これにでん粉、粉末状植物性たんぱ
くその他の結着材料、食用油脂、結着補強剤、酸化防止剤、
保存料等を加え若しくは加えないで練り合わせたもので
あって、脂肪含有量が二パーセント以上のもの（以下魚肉
ハム及び魚肉ソーセージの項において単に「練合わせ魚
肉」という。）をケーシングに充てんし、加熱したもの
（魚肉の原材料及び添加物に占める重量の割合が五十パー
セントを超えるものに限る。特種魚肉ソーセージの項にお
いて同じ。）

二 削除

特種魚肉ソーセー
ジ

次に掲げるもの（食料缶詰、食料瓶詰及びレトルトパウチ
食品に該当しないものに限る。）をいう。

一 練合わせ魚肉にチーズ、グリンピース、たまねぎ、荒
びき肉等（以下別表第四の魚肉ハム及び魚肉ソーセージの
項において「種もの」と総称する。）を加えて混ぜ合わせ
たものをケーシングに充てんし、加熱したもの
二 一をブロックに切断し、又は薄切りして包装したもの

ハンバーグ風特種
魚肉ソーセージ

特種魚肉ソーセージのうち、練合わせ魚肉に、荒びき肉及
びたまねぎを加えたもの又はこれににんじんその他の野菜
類、パン粉等を加えたものを混ぜ合わせたものであって、
油焼き等の調理後、ハンバーグ類似の香味及び食感を有す
るものをいう。

肉片 肉を切断したもの又はこれを肉塊状に加工したもの（肉を
すりつぶしたものを肉塊状に加工したものを含む。）で
あって、おおむね五グラム以上のものをいう。

つなぎ 魚肉をひき肉したもの、魚肉をすり身にしたもの若しくは
食肉をひき肉したもの又はこれにでん粉、卵白、粉末状植
物性たんぱく等を加えたものを練り合わせたものをいう。

ケーシング 次に掲げるものを使用した皮又は包装をいう。
一 牛腸、豚腸、羊腸、胃又は食道
二 コラーゲンフィルム又はセルローズフィルム

三 気密性、耐熱性、耐水性、耐油性等の性質を有する合
成フィルム

用語 定義

普通魚肉ソーセー
ジ

次に掲げるもの（食料缶詰、食料瓶詰及びレトルトパウチ
食品に該当しないものに限る。）をいう。

一 魚肉をひき肉したもの若しくは魚肉をすり身にしたも
の又はこれに食肉をひき肉したものを加えたものを調味料
及び香辛料で調味し、これにでん粉、粉末状植物性たんぱ
くその他の結着材料、食用油脂、結着補強剤、酸化防止剤、
保存料等を加え若しくは加えないで練り合わせたもので
あって、脂肪含有量が二パーセント以上のもの（以下魚肉
ハム及び魚肉ソーセージの項において単に「練合わせ魚
肉」という。）をケーシングに充てんし、加熱したもの
（魚肉の原材料及び添加物に占める重量の割合が五十パー
セントを超え、かつ、植物性たんぱくの原材料及び添加物
に占める重量の割合が二十パーセント以下であるものに限
る。特種魚肉ソーセージの項において同じ。）
二 一をブロックに切断し、又は薄切りして包装したもの

特種魚肉ソーセー
ジ

次に掲げるもの（食料缶詰、食料瓶詰及びレトルトパウチ
食品に該当しないものに限る。）をいう。

一 練合わせ魚肉にチーズ、グリンピース、たまねぎ、荒
びき肉等（以下別表第四の魚肉ハム及び魚肉ソーセージの
項において「種もの」と総称する。）を加えて混ぜ合わせ
たものをケーシングに充てんし、加熱したもの
二 一をブロックに切断し、又は薄切りして包装したもの

ハンバーグ風特種
魚肉ソーセージ

特種魚肉ソーセージのうち、練合わせ魚肉に、荒びき肉及
びたまねぎを加えたもの又はこれににんじんその他の野菜
類、パン粉等を加えたものを混ぜ合わせたものであって、
油焼き等の調理後、ハンバーグ類似の香味及び食感を有す
るものをいう。

肉片 肉を切断したもの又はこれを肉塊状に加工したもの（肉を
すりつぶしたものを肉塊状に加工したものを含む。）で
あって、おおむね五グラム以上のものをいう。

つなぎ 魚肉をひき肉したもの、魚肉をすり身にしたもの若しくは
食肉をひき肉したもの又はこれにでん粉、卵白、粉末状植
物性たんぱく等を加えたものを練り合わせたものをいう。

ケーシング 次に掲げるものを使用した皮又は包装をいう。
一 牛腸、豚腸、羊腸、胃又は食道
二 コラーゲンフィルム又はセルローズフィルム

三 気密性、耐熱性、耐水性、耐油性等の性質を有する合
成フィルム
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要望案 現行

〇横断的表示事項（別表第4） 〇横断的表示事項（別表第4）

◇別表第４（個別の表示ルール：名称、原材料名、添加物、内容量）
◇別表第５（名称の規制）
名称及び名称規制は一部修正して存続、その他は廃止

表示事項 表示の方法

名称 次に定めるところにより表示する。

一 魚肉ハムにあっては「魚肉ハム」又は「フィッシュハム」と、普通魚肉
ソーセージにあっては「魚肉ソーセージ」又は「フィッシュソーセージ」と、
特種魚肉ソーセージにあっては「特種魚肉ソーセージ」又は「特種フィッ
シュソーセージ」と表示する。

二 一の規定にかかわらず、ブロックに切断して包装したもののうち、魚肉ハ
ムにあっては「魚肉ハム（ブロック）」又は「フィッシュハム（ブロッ
ク）」と、魚肉ソーセージにあっては「魚肉ソーセージ（ブロック）」又は
「フィッシュソーセージ（ブロック）」と、特種魚肉ソーセージにあっては
「特種魚肉ソーセージ（ブロック）」又は「特種フィッシュソーセージ（ブ
ロック）」と、薄切りして包装したもののうち、魚肉ハムにあっては「魚肉
ハム（スライス）」又は「フィッシュハム（スライス）」と、魚肉ソーセー
ジにあっては「魚肉ソーセージ（スライス）」又は「フィッシュソーセージ
（スライス）」と、特種魚肉ソーセージにあっては「特種魚肉ソーセージ
（スライス）」又は「特種フィッシュソーセージ（スライス）」と表示する。

三 一の規定にかかわらず、ハンバーグ風特種魚肉ソーセージにあっては「特
種魚肉ソーセージ（ハンバーグ風）」又は「特種フィッシュソーセージ（ハ
ンバーグ風）」と表示する。

原材料名 第三条第一項の表の原材料名の項に定めるほか、次に定めるところにより表示
する。

一 魚肉ハムに使用する魚肉若しくは食肉（それぞれ肉片として使用するもの
に限る。）、肉様植たん又は脂肪層は、「肉片等」の文字の次に、括弧を付
して、使用した原材料をその最も一般的な名称をもって、原材料に占める重
量の割合の高いものから順に表示する。

二 魚肉ハムに使用するつなぎは、「つなぎ」の文字の次に、括弧を付して、
使用した原材料をその最も一般的な名称をもって、原材料に占める重量の割
合の高いものから順に表示する。

三 魚肉ソーセージに使用した結着材料が二種類以上である場合は、「結着材
料」の文字の次に、括弧を付して、使用した原材料をその最も一般的な名称
をもって、原材料に占める重量の割合の高いものから順に表示する。

四 特種魚肉ソーセージの種ものは、「種もの」の文字の次に、括弧を付して、
使用した原材料をその最も一般的な名称をもって、原材料に占める重量の割
合の高いものから順に表示する。

表示事項 表示の方法

名称 次に定めるところにより表示する。

一 魚肉ハムにあっては「魚肉ハム」又は「フィッシュハム」と、普通魚肉
ソーセージにあっては「魚肉ソーセージ」又は「フィッシュソーセージ」と、
特種魚肉ソーセージにあっては「特種魚肉ソーセージ」又は「特種フィッ
シュソーセージ」と表示する。
二 削除

二 一の規定にかかわらず、ハンバーグ風特種魚肉ソーセージにあっては「特
種魚肉ソーセージ（ハンバーグ風）」又は「特種フィッシュソーセージ（ハ
ンバーグ風）」と表示する。

原材料名 削除
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〇名称の規制（別表第5） 〇名称の規制（別表第5）

食品 名称

魚肉ハム及び魚肉ソー
セージ

魚肉ハム
魚肉ハム

フィッシュハム

普通魚肉ソーセージ及び
特種魚肉ソーセージ

魚肉ソーセージ

フィッシュソーセージ

表示事項 表示の方法

添加物 削除

内容量 削除

表示事項 表示の方法

添加物 使用した添加物を、添加物に占める重量の割合の高いものから順
に、第三条第一項の表の添加物の項の規定に従い表示する。ただ
し、栄養強化の目的で使用される添加物に係る表示の省略規定は
適用しない。

内容量 第三条第一項の表の内容量又は固形量及び内容総量の項に定める
ほか、二個又は二枚以上が同一の容器包装に入れられたもので
あって、個数又は枚数が外側から判別できないものにあっては、
個数又は枚数を内容重量の表示の文字に並べて表示する。

食品 名称

魚肉ハム及び魚肉ソー
セージ

魚肉ハム
魚肉ハム

フィッシュハム

普通魚肉ソーセージ及び
特種魚肉ソーセージ

魚肉ソーセージ

フィッシュソーセージ
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要望案 現行

〇個別的表示事項（別表第19） 〇個別的表示事項（別表第19）

◇別表第19（個別の表示ルール：追加的な表示事項）
すべて廃止

表示事項 表示の方法

でん粉含有率（でん粉
（ 加 工 で ん 粉 を 含
む。）、小麦粉及び
コーンミールの含有率
が、魚肉ハムにあって
は九パーセント、普通
魚肉ソーセージにあっ
ては十パーセント、特
種魚肉ソーセージに
あっては十五パーセン
トを超える場合に限
る。）

つなぎ又は結着材料に使用したでん粉（加工でん粉を
含む。）、小麦粉、コーンミール等の含有率）をパー
セントの単位で、単位を明記して表示する。

名称の用語（商品名に
名称の用語を使用して
いない場合に限る。）

別表第四の魚肉ハム及び魚肉ソーセージの名称の項に
規定する名称の用語を表示する。

表示事項 表示の方法

でん粉含有率（でん粉
（ 加 工 で ん 粉 を 含
む。）、小麦粉及び
コーンミールの含有率
が、魚肉ハムにあって
は九パーセント、普通
魚肉ソーセージにあっ
ては十パーセント、特
種魚肉ソーセージに
あっては十五パーセン
トを超える場合に限
る。）

削除

名称の用語（商品名に
名称の用語を使用して
いない場合に限る。）

削除
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要望案 現行

〇表示の様式等（別表第20）

〇表示禁止事項（別表第22）

削除

〇表示の様式等（別表第20）

〇表示禁止事項（別表第22）

１ 別表第三に掲げる「骨付きハム」、「ボンレスハム」、「ロースハム」、
「ショルダーハム」、「ベリーハム」、「ラックスハム」、「プレスハム」、
「混合プレスハム」、「ソーセージ」、「クックドソーセージ」、「加圧加熱
ソーセージ」、「セミドライソーセージ」、「ドライソーセージ」、「無塩漬
ソーセージ」、「ボロニアソーセージ」、「フランクフルトソーセージ」、「ウ
インナーソーセージ」、「リオナソーセージ」、「レバーソーセージ」、「レ
バーペースト」若しくは「混合ソーセージ」の用語又はこれらの用語と紛らわし
い用語

２ 原材料の一部の名称を、他の原材料の名称に比べて特に表示する用語（当該原
材料の一部の名称を表示する用語に、当該原材料の一部の含有率をパーセントの
単位で、同程度の大きさで付してあるものを除く。）

◇別表第20（表示の様式等）
◇別表第22（表示禁止事項）
別表第19の内容を踏まえて表示の様式は廃止、表示禁止事項は景品表示法の規定に従い

対応すべきものであるため廃止

表示事項 表示の方法

備考

別記様式一の
備考の規定に
よる。

第８条各号（第３号を除く。）の規
定による。

表示事項 表示の方法

削除 削除
削除 名称

原材料名
添加物
原料原産地名
でん粉含有率
内容量
賞味期限
保存方法
原産国名

製造者
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◇別表第19（個別の表示ルール：追加的な表示事項）
食品衛生法の魚肉ねり製品の規格基準において、常温で流通するための保存基準を満た

した魚肉ハム、魚肉ソーセージについては、殺菌方法またはAwもしくはpHの表示義務があ
るが、保存方法等の表示で代替できるため廃止を要望する。

・衛生事項に関する表示への要望

現行

〇個別的表示事項（別表第19）

食品 表示事項 表示の方法

魚肉ハム、魚肉
ソーセージ及び特
殊包装かまぼこ

気密性のある容器包装に充てんした後、その中心部の温度
を摂氏百二十度で四分間加熱する方法又はこれと同等以上
の効力を有する方法により殺菌したもの（缶詰又は瓶詰の
ものを除く。）の殺菌方法

殺菌温度及び殺菌時間を表示する。

水素イオン指数又は水分活性（その水素イオン指数が四・
六以下又はその水分活性が〇・九四以下であるもの（缶詰
又は瓶詰のものを除く。）に限る。）

水素イオン指数を表示するときは、「ｐＨ」等水素イオン指数を示す文字を付し
てその値を表示する。水分活性を表示するときは、水分活性を示す文字を付して
その値を表示する。
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・衛生事項に関する表示例
（青枠は「魚肉ハム、魚肉ソーセージ及び特殊包装かまぼこ」の個別の表示ルール該当箇所）
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◇魚肉ソーセージ




